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井
伏
鱒
二
未
公
開
書
簡
の
活
字
化
に
関
わ
る
諸
課
題

―
井
伏
の
手
書
き
資
料
（
書
簡
・
自
筆
原
稿
）
に
み
る
特
徴
を
踏
ま
え
て

―

田

中

雅

和

一
、
は
じ
め
に

井
伏
鱒
二
が
高
田
類
三
に
あ
て
た
書
簡
一
六
〇
通
余
り
（
葉
書
一
二
九
通
、
封
書
三
三
通
）

に
つ
い
て
、
活
字
化
に
む
け
た
調
査
・
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
青
木
美
保
氏
を
研
究
代
表

者
と
し
た
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究C

1
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「
井
伏
鱒
二
未
公
開
書
簡
の
基

礎
的
研
究

―
文
学
の
生
成
と
「
同
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
視
座
に

―
」
と
題
す
る
研
究
）
。
本
稿

は
、
こ
の
活
字
化
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
り
得
る
事
項
や
書
簡
に
表
れ
る
言
語
的
な
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
、
語
学
的
な
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
検
討
・
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

手
書
き
文
字
を
印
刷
文
字
に
う
つ
す
作
業
を
、
本
稿
で
は
（
厳
密
な
意
味
で
の
「
活
字
」

に
よ
ら
な
い
印
刷
の
場
合
も
区
別
せ
ず
）
、「
活
字
化
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
一
般
に
こ
の

手
書
き
文
字
の
活
字
化
に
は
多
く
の
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
特
に
漢
字
の
字
体
・
字
形
・
書

体
に
関
わ
る
問
題
は
、
あ
る
文
字
の
形
（
あ
る
個
人
が
現
実
に
用
い
た
個
別
的
具
体
的
な
実

現
形
）
が
ど
の
漢
字
（
観
念
的
標
準
的
な
規
範
形
）
を
表
し
た
も
の
か
と
い
う
、
漢
字
自
体

を
認
定
・
処
理
す
る
方
法
と
認
定
・
処
理
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
判
断
が
容
易
で
な
い
こ
と

が
多
い
。
そ
れ
は
、
漢
字
の
字
体
・
字
形
・
書
体
が
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
関
係
を
持
つ

か
ら
で
あ
る
。
字
体
・
字
形
・
書
体
の
異
な
る
文
字
を
特
定
の
文
字
と
認
定
す
る
こ
と
や
字

体
の
正
誤
な
ど
を
判
断
す
る
に
は
多
く
の
手
間
が
か
か
る
上
に
、
確
か
な
結
論
を
得
る
に
至

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
文
字
論
に
お
け
る
「
字
体
」「
字
形
」「
書
体
」
に
つ
い
て
、
そ
の
定

義
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
や
区
別
が
明
確
で
安
定
し
て
い
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
現
状
は
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
が
十
分
に
整
理
さ
れ
共
通
の
認
識
に
よ
っ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い

状
況
に
あ
る
。
加
え
て
、
活
字
化
に
は
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
）
な
ど
の
印

刷
シ
ス
テ
ム
上
の
制
約
か
ら
の
が
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
書
記
者
自
筆
の
表
現
を
印
刷
の
結

果
に
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
活
字
化
に
関
わ
る
漢
字
の
「
字
体
」「
字
形
」「
書
体
」
に
つ
い
て
、
本
稿

に
お
け
る
問
題
意
識
や
課
題
等
を
整
理
し
、
お
お
よ
そ
の
立
場
を
確
認
し
て
お
く
。
た
だ
し
、

語
学
的
な
興
味
や
課
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
文
字
論
と
し
て
展
開

す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
の
語
学
的
に
厳
密
な
定
義
や

規
定
な
ど
を
示
す
だ
け
の
用
意
は
ま
だ
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
飽
く
ま
で
も
井
伏
の
手
書

き
文
字
を
活
字
化
す
る
と
い
う
作
業
に
伴
う
議
論
で
あ
り
、
一
般
化
・
普
遍
化
に
堪
え
う
る

議
論
で
は
な
い
。

二
、
字
体
・
字
形
・
書
体
に
つ
い
て

「
字
体
」
は
、
現
実
に
用
い
ら
れ
る
個
別
的
具
体
的
な
文
字
の
形
（
実
現
形
・
字
形
）
の

基
と
な
る
抽
象
的
・
観
念
的
な
骨
格
（
常
用
漢
字
表
で
は
「
文
字
の
骨
組
み
」
と
説
明
す
る
）
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で
あ
り
、
規
範
と
な
る
文
字
の
形
を
さ
す
。
字
体
の
異
な
り
と
認
定
で
き
る
の
は
、
そ
の
文

字
の
構
成
要
素
と
な
る
点
画
が
示
差
性
や
弁
別
性
を
持
っ
て
機
能
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

す
る
と
、
表
語
文
字
た
る
漢
字
の
骨
格
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
＝
語
と
し
て
別
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
字
体
が
異
な
れ
ば
「
別
字
・
別
語
」
と
認

定
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
字
体
」
の
違
い
で
は
な
く
「
字
種
」

の
違
い
で
あ
る
。
漢
字
の
字
義
も
字
音
も
異
な
る
「
別
字
・
別
語
」
と
認
定
さ
れ
る
も
の
は

文
字
観
念
の
異
な
る
「
字
種
」
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
別
字
・
別
語
」
と
な
る
も

の
は
単
な
る
字
体
の
異
な
り
と
見
な
い
。
字
種
が
違
え
ば
文
字
観
念
の
異
な
る
別
字
・
別
語

で
あ
り
、
字
体
の
違
い
は
別
字
体
に
は
な
る
が
、
意
味
の
異
な
る
別
の
文
字
（
別
字
）
・
別

、
、
、

、
、
、
、

、
、

の
語
（
別
語
）
と
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
字
体
と
は
文
字
観
念
を
同
じ
く
す
る
同
一
字
種

（
同
字
・
同
語
）
に
お
け
る
抽
象
的
・
観
念
的
な
骨
格
の
あ
り
よ
う
を
い
う
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
一
つ
の
字
種
に
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
活
字
化
に
際
し
て
、

字
体
の
差
異
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
。

「
字
形
」
は
、
現
実
に
用
い
ら
れ
る
個
別
的
具
体
的
な
文
字
の
形
そ
の
も
の
で
あ
り
、
手

書
き
文
字
の
場
合
は
書
き
手
の
運
筆
や
書
き
癖
・
好
み
な
ど
の
よ
う
な
も
の
を
も
反
映
し
、

印
刷
文
字
の
場
合
に
は
文
字
の
形
を
設
計
す
る
上
で
の
表
現
・
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
差
と
し

て
あ
ら
わ
れ
る
。
文
字
の
構
成
要
素
と
な
る
点
画
が
、
示
差
性
や
弁
別
性
を
持
っ
て
機
能
せ

ず
、
単
な
る
表
現
や
デ
ザ
イ
ン
上
の
差
に
し
か
関
わ
ら
な
い
の
が
字
形
で
あ
る
。
従
っ
て
、

字
形
の
異
な
り
は
、
同
一
字
種
（
同
字
・
同
語
）
に
お
け
る
文
字
の
変
形
・
異
形
に
過
ぎ
な

い
。
ま
た
、
文
字
単
体
に
お
け
る
書
体
の
違
い
も
一
種
の
字
形
の
違
い
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
に
手
書
き
文
字
の
場
合
は
、
書
き
手
の
自
覚
的
な
書
体
の
選
択
が
反
映
す
る
個
別
具

体
の
文
字
の
形
（
字
形
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
活
字
化
に
際
し
て
、
字
形
の
差
異
は
さ

ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

「
書
体
」
は
、
文
字
体
系
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
文
字
体
系
が
一
定
の
特
徴
と
様

式
を
一
貫
し
て
持
っ
て
い
る
表
現
の
形
態
を
い
う
が
、
個
々
の
文
字
単
体
に
も
及
ぶ
。
手
書

き
文
字
で
は
い
わ
ゆ
る
楷
書
体
・
行
書
体
・
草
書
体
を
さ
し
、
印
刷
文
字
で
は
い
わ
ゆ
る
フ

ォ
ン
ト
に
相
当
す
る
が
、
本
稿
で
は
主
に
手
書
き
文
字
に
つ
い
て
の
楷
書
体
・
行
書
体
・
草

書
体
を
対
象
と
し
て
考
え
る
。
漢
字
の
書
体
に
関
し
て
通
俗
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
文
字

を
構
成
す
る
一
点
一
画
を
は
っ
き
り
丁
寧
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
直
線
性
を
持
っ
た
楷
書
体

か
ら
、
あ
る
程
度
の
連
続
的
な
運
筆
に
よ
っ
て
曲
線
性
を
備
え
た
行
書
体
・
草
書
体
へ
と
、

文
字
の
崩
し
方
の
程
度
が
増
す
方
向
に
な
る
。
手
書
き
文
字
の
場
合
、
文
字
を
学
習
・
習
得

す
る
よ
う
な
場
以
外
で
は
、
典
型
的
な
楷
書
体
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
一
般
に

は
行
書
体
・
草
書
体
が
日
常
的
な
書
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
手
書
き
文
字
に
お
い

て
、
文
字
の
崩
し
方
の
程
度
と
い
う
見
方
か
ら
い
え
ば
、
行
書
体
と
草
書
体
と
を
明
確
に
識

別
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
現
実
的
で
は
な
い
。
両
書
体
間
に
あ
る
違
い
は
連
続
的
な
変
化
で
曖

昧
な
も
の
な
の
で
、
行
書
体
・
草
書
体
を
一
括
し
た
「
行
草
体
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

現
実
の
実
用
的
な
手
書
き
に
よ
る
書
記
形
態
は
、
こ
の
行
草
体
を
基
本
と
し
て
い
る
。

「
字
体
」
と
「
字
形
」
に
関
連
し
て
、
通
常
は
「
字
体
」
の
問
題
と
し
て
、
「
正
字
体
」

と
「
異
体
字
」
と
の
関
係
に
あ
る
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。
同
字
・
同
語
つ
ま
り
同
一

字
種
の
漢
字
を
表
記
す
る
の
に
複
数
の
字
体
が
併
存
し
、
互
い
に
異
な
る
字
体
を
有
す
る
文

字
を
「
異
体
字
」
と
い
う
。
歴
史
的
に
は
、
異
体
字
関
係
に
あ
る
文
字
に
通
常
「
正
字
・
俗

字
・
通(

用)

字
」
の
別
が
あ
る
が
、
一
般
に
規
範
と
し
て
正
規
・
正
統
・
標
準
な
ど
と
考
え

ら
れ
て
い
る
「
正
字
体
」
と
は
違
っ
た
形
を
と
っ
て
い
る
も
の
を
「
異
体
字
」
と
い
う
。
歴

史
的
に
み
る
と
、
文
字
に
関
す
る
正
俗
の
区
別
は
『
干
禄
字
書
』『
康
熙
字
典
』（
い
わ
ゆ
る

辞
典
体
）
な
ど
に
基
づ
く
「
字
体
」
意
識
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
活
字

化
に
際
し
て
、
字
体
の
差
異
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
の
で
、
こ

の
異
体
字
関
係
に
あ
る
文
字
の
区
別
は
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
単
な
る
表
現
や

デ
ザ
イ
ン
上
の
差
に
し
か
関
わ
ら
な
い
字
形
に
つ
い
て
は
、
そ
の
差
異
を
活
字
化
に
反
映
さ
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せ
る
意
義
は
さ
ほ
ど
な
い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
代
の
文
献
・
資
料
は
と
も
か
く
と
し

て
、
現
代
の
衆
人
に
と
っ
て
、
現
実
の
文
字
意
識
や
言
語
環
境
に
お
い
て
は
、
字
体
と
字
形

と
の
区
別
は
容
易
で
な
い
ば
か
り
か
、
両
者
の
関
係
は
曖
昧
に
な
っ
て
さ
え
い
る
。
少
な
く

と
も
伝
統
的
な
『
干
禄
字
書
』『
康
熙
字
典
』（
い
わ
ゆ
る
辞
典
体
）
な
ど
に
よ
る
字
体
意
識

だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。
例
え
ば
、
常
用
漢
字
表
に
お
け
る
字
体
と
字
形
と

の
区
別
や
定
義
・
説
明
は
、
こ
れ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
本
稿
の
説
明
や
立
場
と
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
、
手
書
き
文
字
を
活
字
化
す
る
に
際
し
て
顕
在
化

す
る
問
題
に
つ
い
て
、
井
伏
の
自
筆
資
料
に
現
れ
る
具
体
的
な
用
字
を
参
照
し
な
が
ら
、
概

略
的
に
考
え
て
み
た
い
。
井
伏
の
自
筆
資
料
に
は
、
未
公
開
書
簡
と
「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆

原
稿
を
主
に
用
い
る
。
ま
た
、
前
田
貞
昭
氏
の
論
考
「
井
伏
鱒
二
「
兼
行
の
池
」
漢
字
字
体

・
字
形
推
移
一
覧
稿

―
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
『
新
潮
』
本
文
へ

―
」（
『
兵
庫
教
育
大
学

近
代
文
学
雑
志
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
で
字
体
・
字
形
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告

と
分
析
・
考
察
や
問
題
提
起
等
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
あ
る
い
は
そ
こ
で

の
問
題
意
識
を
共
有
し
寄
り
添
い
な
が
ら
、
手
書
き
文
字
の
活
字
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
な
お
、
「
兼
行
寺
の
池
」
の
自
筆
原
稿
に
つ
い
て
は
論
者
自
身
が
見
て
確
認
し

た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
「
兼
行
寺
の
池
」
の
字
体
・
字
形
等
に
関
す
る
記
述
と
指
摘
や
判

定
な
ど
は
、
本
文
中
で
い
ち
い
ち
注
な
ど
を
施
し
て
断
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
全
面
的
に
前

田
氏
の
論
考
に
頼
り
な
が
ら
進
め
る
。

三
、
字
体
・
字
形
・
書
体
に
関
わ
る
問
題

（
１
）
書
体
の
違
い
と
字
体
の
違
い
か
字
形
の
違
い
か
の
認
定

現
実
に
現
れ
る
文
字
の
形
の
違
い
が
、
字
体
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
く
、
単
な
る
字
形
に

関
わ
る
問
題
で
あ
れ
ば
、
活
字
化
に
そ
の
異
同
を
反
映
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
一

般
的
に
見
れ
ば
書
体
の
違
い
に
よ
る
文
字
の
形
の
違
い
は
「
字
形
」
の
問
題
と
見
て
良
い
と

思
う
が
、
書
体
が
「
字
体
」
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
の
処
置
が
厄
介
で
あ
る
。

「
兼
業
の
池
」
自
筆
原
稿
で
は
、
例
え
ば
「
標
柱
」「
標
準
語
」
な
ど
の
木
偏
が
手
偏
に
、

「
挨
拶
」「
菩
提
寺
」「
提
」
な
ど
の
手
偏
が
土
偏
に
紛
う
よ
う
な
形
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
二
七
頁
）
。
行
草
体
で
は
、
楷
書
の
筆
順
・
運
筆
と
の
違
い
に
よ
っ
て
、
木
偏
と
手

偏
あ
る
い
は
手
偏
と
土
偏
な
ど
が
、
似
た
よ
う
な
形
（
実
現
形
）
に
な
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。

手
書
き
行
草
体
で
は
同
じ
文
字
の
形
に
な
る
も
の
で
も
、
一
点
一
画
を
丁
寧
に
正
確
に
書
く

楷
書
体
に
す
る
と
、
異
な
る
文
字
の
形
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
一
つ
の
文
字

構
成
要
素
（
木
偏
）
が
、
書
体
の
違
い
に
よ
っ
て
、
異
な
る
実
現
形
（
手
偏
の
よ
う
な
形
）

、
、
、
、
、

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
意
図
さ
れ
た
文
字
を
文
脈
か
ら
読
み
取
り
、
規
範
的
に
標

準
と
な
る
文
字
（
木
偏
）
で
活
字
化
す
れ
ば
良
か
ろ
う
。
文
字
構
成
要
素
が
示
差
性
・
弁
別

性
を
持
っ
て
機
能
し
て
お
ら
ず
、
文
字
と
し
て
は
単
に
字
形
の
異
な
る
同
字
・
同
語
の
漢
字

、
、
、
、
、
、

と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
異
な
る
文
字
構
成
要
素
（
木
偏
と
手
偏
）
が
、
手
書
き
の
行
草
体
で
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
似
た
よ
う
な
或
い
は
同
じ
実
現
形
（
木
偏
も
し
く
は
手
偏
）
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
字
体
の
異
な
る
異
体
字
関
係
に
あ
っ
た
り
、
字
種
の
異
な
る
別
字
・
別
語
で
あ
っ

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

た
り
す
る
。

例
え
ば
、
「
検
」
と
「

」
と
は
、
漢
語
熟
字
の
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
、
両
字
が
相
通

じ
る
文
字
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
「
検
校
」
と
「

挍
」
な
ど
）
、
字
義
と
字
音
が
同
じ
で

字
体
の
異
な
る
異
体
字
（
入
れ
替
え
可
能
な
同
字
異
形
）
関
係
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
用
法

、
、
、
、
、
、

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
体
字
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
書
き
手
の
用
い
た
字
体
の
違
い
を
明

示
す
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
の
で
、
実
現
形
の
ま
ま
に
活
字
化
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
「
標
」
と
「
摽
」
や
「
提
」
と
「
堤
」
な
ど
の
場
合
、
木
偏
か
手
偏
か
の
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違
い
は
、
単
な
る
字
形
や
字
体
の
違
い
で
は
な
く
、
文
字
と
し
て
字
種
の
異
な
る
（
字
義
の

、
、
、
、
、
、

異
な
る
）
別
字
・
別
語
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
木
偏
か
手
偏
か
の
違
い
が
字
種
の
違
い
に
与

る
示
差
性
・
弁
別
性
を
持
つ
の
で
、
現
代
の
一
般
的
な
文
字
認
識
か
ら
見
れ
ば
誤
字
と
認
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
活
字
化
に
際
し
て
は
、
規
範
的
に
標
準
と
な
る

正
し
い
文
字
に
訂
正
さ
れ
る
の
が
通
常
の
処
理
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
歴
史
的
な
文
字
論
・

文
字
史
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
「
同
形
異
字
」
の
関
係
に
あ
る
文
字
と
位
置

づ
け
、
書
き
手
の
筆
癖
や
特
殊
な
通
用
で
あ
る
と
し
て
、
実
現
形
そ
の
ま
ま
に
し
て
必
ず
し

も
訂
正
の
要
は
な
い
と
す
る
立
場
も
可
能
で
あ
る
。
次
に
示
す
論
考
の
指
摘
は
、
そ
の
よ
う

な
立
場
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

木
偏
と
手
偏
と
が
通
用
す
る
の
は
、
西
本
願
寺
本
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
に
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
（
中
略
）
木
偏
が
要

求
さ
れ
る
所
に
手
偏
の
よ
う
な
〝
か
た
ち
〟
が
あ
り
、
手
偏
が
要
求
さ
れ
る
所
に
木
偏

の
よ
う
な
〝
か
た
ち
〟
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
同
形
異
字
と
認
め
ら
れ
、
む

し
ろ
本
文
校
訂
の
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
手
偏
と
犭
偏
と
の
間
（
狎
―
押
、
挟
―
狭
）

に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

〔
乾
善
彦
「
同
形
異
字
小
考

―
西
本
願
寺
本
万
葉
集
を
資
料
と
し
て

―
」

『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
一
、
和
泉
書
院
・
一
九
九
二
年
〕

歴
史
的
な
文
字
論
の
立
場
か
ら
古
代
文
献
・
古
代
語
に
つ
い
て
、
本
文
校
異
・
校
訂
な
ど
に

お
け
る
読
解
の
あ
り
方
や
扱
い
方
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
文

字
の
規
範
的
な
標
準
な
ど
を
、
書
記
す
る
（
表
現
）
行
為
の
規
範
で
考
え
る
か
、
読
解
す
る

（
理
解
）
行
為
の
規
範
で
考
え
る
か
で
異
な
っ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
代
の

文
字
認
識
に
そ
の
ま
ま
通
用
さ
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
、
現
実
的
に
は
訂
正
し
て
活
字

化
す
べ
き
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
し
、
書
き
手
の
筆
癖
な
り
用
字
な
り
を
実
態
と
し
て
表
す

実
現
形
の
ま
ま
活
字
化
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
の
考
え
方
も
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
の
考

え
方
に
立
つ
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
私
信
の
書
簡
を
活
字
化
す
る
目
的
・
意
図
に

よ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、井
伏
書
簡
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
文
字
の
形
に
な
る
例
を
一
つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。

全
部
で
七
例
ほ
ど
あ
る
「
角
」
で
あ
る
。
井
伏
が
意
図
し
た
文
字
の
形
か
、
あ
る
い
は
無
自

覚
な
書
き
癖
な
ど
に
よ
る
か
、
判
然
と
し
な
い
が
、
「
角
」
の
下
部
中
央
縦
線
を
「
用
」
の

如
く
に
貫
く
形
が
あ
る
。
こ
れ
は
行
草
書
に
お
い
て
文
字
を
連
続
し
て
書
く
運
筆
上
の
筆
の

勢
い
と
い
う
要
素
が
強
く
、
意
識
的
な
字
体
・
字
形
の
異
同
と
は
認
め
な
く
て
良
い
よ
う
に

思
う
。
一
般
的
な
筆
順
で
は
、「
角
」
の
中
央
縦
線
は
七
画
中
五
画
目
で
、「
用
」
の
中
央
縦

線
は
最
終
画
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
楷
書
と
行
草
書
と
で
は
筆
順
の
異
な
る
場
合
は
よ
く

あ
る
し
、
個
人
的
な
書
き
癖
に
よ
る
違
い
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
角
」
の
中
央
縦

線
を
最
終
角
に
し
た
運
筆
・
筆
の
勢
い
に
よ
る
結
果
が
、
縦
線
を
貫
い
た
（
よ
う
に
見
え
る
）

形
に
な
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、書
体
は
筆
順
や
運
筆
の
あ
り
よ
う
が
影
響
し
て
文
字
の
形
を
変
え
る
が
、

そ
れ
は
単
な
る
デ
ザ
イ
ン
や
表
現
の
差
と
な
る
字
形
の
違
い
に
止
ま
ら
ず
、
文
字
の
骨
格
で

あ
る
字
体
の
違
い
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
通
時
的
に
字
体
の
変
遷
を
な
が
め
る
と
、
書
体
が

字
体
に
影
響
を
与
え
、
字
体
の
違
い
（
異
体
字
関
係
）
が
手
書
き
書
体
に
よ
る
文
字
の
形
の

差
異
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
。
（
木
偏
と
手
偏
、
禾
偏
と
示
偏
な
ど
が
通
用
し
て
異
体
字

関
係
を
作
る
よ
う
な
例
が
あ
る
。
）
ま
た
、
現
行
の
い
わ
ゆ
る
新
字
体
の
中
に
は
、
手
書
き

行
草
体
の
文
字
の
形
を
活
字
の
楷
書
体
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
通
時
的
に
も
共
時
的
に
も
、

こ
の
様
な
書
体
と
字
体
・
字
形
と
の
間
に
存
在
す
る
複
雑
な
関
わ
り
が
、
活
字
化
の
問
題
を

難
し
く
し
て
い
る
。

（
２
）
正
字
体
と
異
体
字
の
認
定

一
般
に
漢
字
の
字
義
と
字
音
が
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
文
脈
で
交
換
し
て
も
使
用
可
能
な
も
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の
を
異
体
字
と
認
定
で
き
る
。
異
体
字
関
係
に
あ
る
と
認
定
す
る
基
準
を
特
定
の
文
献
等
に

求
め
、
例
え
ば
『
干
禄
字
書
』『
康
煕
字
典
』
や
『
類
聚
名
義
抄
』・
各
種
『
節
用
集
』
な
ど

の
古
辞
書
類
に
依
る
こ
と
が
あ
る
が
、
古
代
文
献
・
資
料
を
対
象
と
す
る
場
合
は
と
も
か
く

と
し
て
、
歴
史
的
な
字
体
に
対
す
る
規
範
・
認
識
は
変
化
し
て
い
る
の
で
、
現
行
の
異
体
字

関
係
の
認
定
に
古
辞
書
類
を
用
い
る
の
は
現
実
的
で
な
い
。
規
範
と
し
て
の
標
準
的
な
字
体

は
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
り
、
異
体
字
は
時
代
（
と
地
域
）
を
限
定
し
な
け

れ
ば
把
握
で
き
な
い
概
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
常
用
漢
字
表
等
の
各
字
体
表
や
『
明
朝
体
活

字
字
形
一
覧
』
な
ど
に
依
ろ
う
と
し
て
も
、
字
体
と
字
形
の
区
別
に
関
し
て
も
、
規
範
的
な

文
字
の
形
に
関
し
て
も
、
明
確
な
定
義
や
法
則
・
規
準
等
は
求
め
が
た
く
、
こ
れ
も
拠
り
所

と
し
て
現
実
的
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
手
書
き
文
字
に
お
け
る
個
人
的
な
書
き
癖
や
特
定
の

社
会
の
習
慣
に
よ
る
異
な
っ
た
「
文
字
の
形
」
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

活
字
化
す
る
に
際
し
て
、
文
字
の
形
の
違
い
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
義
が
認

め
ら
れ
る
の
は
「
字
体
」
で
あ
っ
て
、「
字
形
」
の
違
い
は
さ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
。
か

つ
、
正
字
体
を
取
り
立
て
重
要
視
し
て
区
別
す
る
こ
と
も
さ
し
て
意
味
は
な
い
の
で
、
正
字

体
も
異
体
字
関
係
の
中
に
あ
る
一
つ
の
字
体
と
し
て
扱
い
、
文
字
の
形
の
違
い
を
区
別
す
る

程
度
に
「
字
体
」
の
違
い
を
活
字
化
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
良
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
も
う
少
し
、
正
字
体
と
異
体
字
に
関
わ
る
一
般
的
な
問
題
を
、
活
字
化
と
の
関
連
か
ら

整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
異
体
字
に
関
わ
る
問
題

ま
ず
、
一
般
に
典
型
的
な
異
体
字
の
特
徴
と
い
え
る
の
は
、
正
字
体
に
対
し
て
画
数
が
減

少
す
る
点
、
つ
ま
り
簡
略
化
・
略
体
化
に
あ
る
。
歴
史
的
・
伝
統
的
な
も
の
も
多
く
あ
る
が
、

同
じ
よ
う
な
「
字
体
」
の
概
念
範
疇
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
・
新
字
体
の
関
係
の
方
に

は
か
な
り
事
情
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
常
用
漢
字
字
体
表
な
ど
に
見
ら
れ
る
国
語
施
策
に

よ
っ
て
生
じ
た
旧
字
体
と
新
字
体
の
関
係
は
、か
な
り
人
為
的
に
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、

歴
史
的
な
正
統
性
を
保
っ
て
は
お
ら
ず
、
旧
字
体
と
新
字
体
と
の
関
係
は
正
字
体
と
異
体
字

と
の
関
係
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
正
字
体
が
旧
字
体
に
、
異
体
字
が
新
字
体
に
対
応

す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
新
字
体
は
、
正
字
体
の
手
書
き
行
草
書
に
基
づ
く
文
字
の

形
を
採
用
し
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
つ
ま
り
、
書
体
の
違
い
に
基
づ
く
「
字
形
」
の
異
同

を
「
字
体
」
に
昇
格
さ
せ
た
と
も
い
え
、
字
形
と
字
体
の
境
界
や
区
別
が
よ
り
曖
昧
に
な
っ

て
い
る
。
簡
略
化
・
略
体
化
を
重
視
し
て
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
正
字
体
の
規
範
か
ら
は
、
誤

字
と
認
め
ら
れ
た
り
、
単
な
る
字
形
の
違
う
略
字
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
を
、
新
し
い
「
字

体
」（
新
字
体)

と
位
置
付
け
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
歴
史
的
な
正
字
体
と
異
体
字
に
お
い
て
も
、
本
稿
の
立
場
で
活
字
化
す
る
際
に
、

字
形
と
字
体
と
の
関
係
が
曖
昧
に
見
え
て
判
断
に
窮
す
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
功
・

㓛
」
「
劫
・
刧
」
な
ど
は
、
文
字
構
成
要
素
（
旁
）
が
「
力
」
か
「
刀
」
か
と
い
う
字
画
の

交
わ
り
方
な
ど
の
あ
り
よ
う
が
、
字
種
の
違
い
に
与
る
示
差
性
・
弁
別
性
を
持
た
な
い
た
め

に
、
歴
史
的
文
献
・
辞
書
で
は
異
体
字
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
活

字
化
に
あ
た
っ
て
、
字
体
が
異
な
る
の
で
区
別
す
る
の
か
、
示
差
性
・
弁
別
性
を
持
た
な
い

字
形
の
差
と
見
て
標
準
的
な
規
範
形
に
統
一
す
る
の
か
、
判
断
に
窮
す
る
。
独
立
し
た
文
字

と
し
て
用
い
る
「
力
」
「
刀
」
で
は
、
字
画
の
交
わ
り
方
な
ど
の
あ
り
よ
う
が
字
種
の
違
い

に
与
る
示
差
性
・
弁
別
性
を
持
つ
た
め
に
、
学
校
教
育
等
で
身
に
付
け
て
い
る
現
在
の
我
々

の
文
字
認
識
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
と
、
ど
ち
ら
の
処
理
に
も
違
和
感
が
残
る
。

さ
ら
に
、
歴
史
的
に
は
異
体
字
関
係
に
あ
る
漢
字
で
も
、
現
行
の
文
字
認
識
に
基
づ
け
ば
、

別
字
・
別
語
と
し
て
処
理
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
も
の
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
嘆
・
歎
」

「
著
・
着
」
「
焦
・
燋
」
「
笑
・
咲
」「
脇
・
脅
」
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
漢
字
使
用
が

あ
る
場
合
、
異
体
字
関
係
に
あ
る
漢
字
か
別
字
・
別
語
か
の
認
定
は
、
井
伏
の
漢
字
使
用
の
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調
査
・
分
析
か
ら
帰
納
で
き
る
用
字
意
識
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
井
伏
の
用
字
に
関
す
る
個
別
の
実
態
を
見
た
場
合
、
活
字
化
に
反
映
す
べ
き
字
体

や
字
形
の
問
題
か
、
ま
た
ど
の
程
度
区
別
す
べ
き
か
、
判
断
の
容
易
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
「
島
・
嶋
・
嶌
」「
略
・
畧
」
や
「
点
・
奌
」
「
魚
・

」
な
ど
の
区
別
で
あ
る
。
前
者
は
異
体
字
関
係
に
あ
る
漢
字
と
位
置
づ
け
て
良
い
が
、
こ

の
よ
う
な
同
じ
文
字
構
成
要
素
を
持
ち
配
置
が
異
な
る
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
統
一
的

に
区
別
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
は
難
し
い
。
後
者
は
字
体
の
違
い
か
字
形
の
違
い
か
判
然
と

し
得
な
い
。
「
点
・
魚
・
魚
偏
の
諸
字
」
の
連
火
（
灬
）
を
「
大
」
の
形
で
書
く
も
の
で
あ

る
が
（
井
伏
の
用
字
に
は
な
い
が
「
火
」
の
形
で
書
く
も
の
も
あ
る
）
、
こ
の
「
大
」
は
「
火
」

の
行
草
書
に
由
来
す
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
字
形
の
違
い
に
関
わ
る
と
し
て
活
字

化
に
そ
の
区
別
を
反
映
し
な
い
と
い
う
判
断
も
可
能
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
普
遍
的
・
一

般
的
な
異
体
字
関
係
に
あ
る
も
の
と
個
人
的
・
限
定
的
な
範
囲
で
の
略
字
と
の
扱
い
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
井
伏
の
用
字
に
認
め
ら
れ
る
「
暇
」
に
対
す
る
「
昄
」
で
あ
る
。
「
暇

・
昄
」
の
異
体
字
関
係
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
『
干
禄
字
書
』

に
掲
載
さ
れ
る
「
聰
聦
聡
」
に
二
行
割
書
で
「
上
中
通
下
正
諸
從
忩
者
竝
同
他
皆
放
此
」
と

注
記
の
あ
る
法
則
性
に
従
え
ば
、
「
聰
聦
聡
」
か
ら
「
總
緫
総
」
が
導
か
れ
る
よ
う
に
、
実

際
に
用
い
ら
れ
る
「
假
→
仮
」
の
関
係
か
ら
「
暇
→
昄
」
が
成
立
し
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
特
殊
で
個
人
的
・
限
定
的
な
用
字
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
文
字
の
形
を
、
ど

の
程
度
活
字
化
に
反
映
す
べ
き
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
活
字
化
に
際
し
て
、
文
字
の
形
の
違
い
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
の
は
「
字
体
」
で
あ
っ
て
、
「
字
形
」
の
違
い
は
さ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
、
と
一
応

考
え
て
処
理
す
る
に
し
て
も
、
現
行
の
異
体
字
認
定
に
基
づ
く
「
字
体
」
と
「
字
形
」
の
問

題
は
単
純
に
処
理
で
き
な
い
情
況
が
あ
る
。

（
附
）
仮
名
の
字
体
（
変
体
仮
名
と
片
仮
名
）

こ
こ
ま
で
に
漢
字
の
字
体
・
字
形
・
書
体
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
平
仮
名
に
お
け
る

変
体
仮
名
と
片
仮
名
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
字
体
の
位
置
づ
け
や
処
理
に
類
似
の
問
題
が

あ
る
の
で
、
仮
名
の
字
体
に
関
連
す
る
事
柄
を
附
言
し
て
お
く
。

井
伏
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
仮
名
は
基
本
的
に
現
行
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、

そ
れ
で
も
一
部
に
変
体
仮
名
が
用
い
ら
れ
、
書
簡
の
性
格
に
よ
っ
て
そ
の
使
い
分
け
意
識
や

使
用
実
態
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
変
体
仮
名
の
使
用
に
も
、
あ
る
種
の
「
意
識
」
の
違

い
が
影
響
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
変
体
仮
名
の
実
態
も
、

現
行
の
仮
名
字
体
に
単
純
に
統
一
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
可
能
な
限
り
活
字
化
に
反
映
し
た
方

が
良
い
よ
う
に
思
う
。
（
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
一
つ
の
方
策
と
し
て
は
、
活
字
化
に
際
し

て
、
複
数
字
体
の
あ
る
も
の
だ
け
で
も
「
（
変
体
）
仮
名
表
」
の
如
き
も
の
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
各
種
の
目
的
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。）

原
則
と
し
て
、
平
仮
名
体
系
・
組
織
の
中
に
片
仮
名
が
混
在
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
っ
て

良
い
。
古
い
資
料
を
活
字
化
し
た
も
の
に
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
表
記
で
平
仮
名
を
現
行

の
字
体
に
統
一
し
て
お
き
な
が
ら
、
片
仮
名
を
混
入
さ
せ
る
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
変
体
仮

名
と
片
仮
名
と
を
混
乱
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ハ
・
ミ
・
ニ
」「
ツ
・
シ
」
な
ど

は
平
仮
名
（
変
体
仮
名
）
と
片
仮
名
の
字
母
が
同
じ
で
、
字
形
も
同
じ
よ
う
な
形
（
実
現
形
）

に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
混
乱
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
ハ
・
ミ
・
ニ
」
は
漢
字

「
八
・
三
・
二
」
を
字
母
と
し
た
字
体
の
異
な
る
変
体
仮
名
で
あ
り
、
「
ツ
・
シ
」
は
「
之

、
、
、
、
、
、

・
川
」
を
字
母
と
し
た
仮
名
の
字
形
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
現
行
の
仮
名
に
統
一

、
、
、
、
、

す
る
方
針
な
ら
ば
、
片
仮
名
（
に
見
え
る
実
現
形
）
を
混
在
さ
せ
る
よ
う
な
表
記
に
せ
ず
、

「
は
・
み
・
に
」
「
つ
・
し
」
の
仮
名
字
体
・
字
形
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
が
単
な
る
書
き
癖
・
習
慣
の
よ
う
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
簡
の
質
に
よ
っ
て
は
意
識

的
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
井
伏
の
意
識
を
活
字
化
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に
反
映
さ
せ
て
区
別
す
る
方
が
良
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
類
似
の
問
題
で
、
小
学
校
令
施

行
で
仮
名
字
体
が
一
音
節
一
字
体
に
さ
れ
て
以
降
も
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
活
字
に
も
見
る

こ
と
の
で
き
る
変
体
仮
名
「
可
（
か
）
」「
尓
（
に
）
」「
能
（
の
）
」「
者
（
は
）
」「
有
（
う
）
」

「
春
（
す
）
」
な
ど
に
つ
い
て
、
井
伏
は
意
識
的
に
使
い
分
け
て
い
る
場
面
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
「
度
」
に
関
し
て
は
、
変
体
仮
名
で
は
「
と
」
で
あ
る
が
「
め
で
度
い
」

な
ど
の
表
記
は
「
た
」
の
変
体
仮
名
の
よ
う
な
扱
い
や
文
字
認
識
か
と
思
わ
れ
る
用
字
が
あ

る
。
漢
字
「
度
」
を
『
大
漢
和
辞
典
』
等
で
も
邦
字
「
願
望
・
希
求
の
助
動
詞
」
と
し
て
お

り
、
お
そ
ら
く
「
目
出
度
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
宛
字
に
基
づ
く
表
記
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
も
活
字
化
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
井
伏

の
書
き
ぶ
り
に
は
独
自
の
個
性
的
な
く
ず
し
方
や
運
筆
に
よ
る
字
形
が
あ
り
、
複
数
の
文
字

が
同
じ
字
形
に
見
え
て
、
峻
別
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
行
草
体
に
よ
る
手
書
き
文
字
で
あ

る
た
め
に
、
特
に
仮
名
の
場
合
は
、
字
体
・
字
形
の
区
別
が
困
難
に
な
る
。

さ
て
、
本
稿
は
、
井
伏
鱒
二
が
高
田
類
三
に
あ
て
た
書
簡
一
六
〇
通
余
り
の
活
字
化
に
あ

た
っ
て
、問
題
と
な
り
得
る
諸
事
項
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

こ
の
活
字
化
が
、
何
を
意
図
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
的
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
文
字
を

認
定
・
処
理
す
る
方
法
や
判
断
の
あ
り
方
に
も
違
い
が
出
て
く
る
。
文
学
作
品
と
し
て
印
刷

・
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
自
筆
原
稿
と
、
飽
く
ま
で
も
私
信
で
あ
り
公
の
目
に
触

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
書
簡
と
で
は
、
井
伏
の
意
識
や
意
図
・
目
的
が
異
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
ら
、
手
書
き
文
字
を
活
字
化
す
る
に
際
し
て
の
取
扱
い
も
お
の
ず
か
ら
違
っ
て
き
て

良
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
公
私
で
区
別
さ
れ
る
意
図
・
目
的
と
活
字
化
と
の
関
係

に
つ
て
、
印
刷
原
稿
と
書
簡
の
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。

四
、
手
書
き
文
字
の
活
字
化
に
関
す
る
問
題
点

一
般
論
と
し
て
、
広
く
手
書
き
文
字
を
印
刷
文
字
に
う
つ
す
場
合
に
、
問
題
に
な
る
こ
と

を
改
め
て
確
認
・
整
理
し
て
お
く
。

印
刷
文
字
の
書
体
は
（
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
等
に
よ
る
諸
書
体
も
可
能
で
あ
る
が
）
基
本

的
に
は
楷
書
体
に
す
る
こ
と
が
通
常
の
処
置
で
あ
り
、
手
書
き
文
字
に
お
け
る
行
草
体
を
楷

書
体
に
活
字
化
す
る
こ
と
自
体
に
そ
も
そ
も
困
難
さ
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
漢
字
の
字
体
・
字
形
・
書
体
に
関
わ
る
問
題
で
、
あ
る
文
字
の
形
（
あ
る
個
人
が
現

実
に
用
い
た
個
別
的
具
体
的
な
実
現
形
）
が
ど
の
漢
字
（
観
念
的
標
準
的
な
規
範
形
）
を
表

し
た
も
の
か
と
い
う
、
漢
字
自
体
を
認
定
・
処
理
す
る
方
法
と
認
定
・
処
理
の
た
め
の
判
断

が
容
易
で
な
い
こ
と
を
触
れ
た
。
日
本
語
表
記
に
お
い
て
、
あ
る
語
の
文
字
化
に
関
し
て
唯

一
の
正
し
い
と
さ
れ
る
書
き
表
し
方
、
社
会
的
規
範
と
し
て
認
め
ら
れ
た
「
正
書
法
」
が
、

存
在
し
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
客
観
的
な
視
覚
的
情
報
・
記
号
に

関
わ
る
が
、
手
書
き
文
字
に
は
「
書
き
手
の
意
識
」
と
い
う
主
観
的
な
側
面
も
考
慮
し
て
良

い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
視
覚
的
情
報
・
記
号
と
し
て
の
字
体
・
字
形
・
書
体
に
関
わ
る

問
題
に
、
「
書
き
手
の
意
識
」
と
い
う
主
観
的
側
面
も
合
わ
せ
な
が
ら
、
手
書
き
文
字
の
活

字
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
般
に
、
実
用
的
な
書
記
形
態
を
考
え
る
と
、
運
筆
上
の
労
力
軽
減
が
図
ら
れ
て
、
よ
り

滑
ら
か
な
流
動
性
の
あ
る
字
体
・
字
形
で
手
書
き
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
異
体

字
関
係
に
あ
る
漢
字
で
は
、
よ
り
画
数
の
少
な
い
字
体
が
選
ば
れ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

「
正
字
体
と
異
体
字
」
「
旧
字
体
と
新
字
体
」
の
関
係
で
は
多
く
異
体
字
・
新
字
体
の
方
が

少
な
い
画
数
で
あ
る
か
ら
、
手
書
き
の
行
草
書
で
は
基
本
的
に
異
体
字
・
新
字
体
に
基
づ
く
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表
記
が
行
わ
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
筆
の
労
力
軽
減
や
流
動
性
な

ど
を
犠
牲
に
し
て
書
か
れ
た
文
字
の
形
は
、
書
き
手
の
正
字
体
・
旧
字
体
を
用
い
よ
う
と
し

た
意
識
や
意
図
・
目
的
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
仮
に
、
字
体

・
字
形
・
書
体
の
違
い
が
書
き
手
の
何
ら
か
の
意
識
・
意
図
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

活
字
化
に
そ
の
違
い
を
明
示
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
（
そ
の
目
的
を
果
た
す
活
字
化

の
方
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
。
）

例
え
ば
、
あ
る
意
味
で
の
公
式
性
（
「
公
と
私
」「
晴
と
褻
」
な
ど
）
や
待
遇
意
識
の
程
度
な

ど
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
書
簡
の
性
質
を
知
る
の
に
有
効
で
あ
る
。

五
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
の
特
徴
か
ら
み
る
問
題

こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
井
伏
の
「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
を
例

に
、
手
書
き
文
字
の
特
徴
と
活
字
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、

こ
こ
で
も
前
田
貞
昭
氏
の
前
掲
論
考
「
井
伏
鱒
二
「
兼
行
の
池
」
漢
字
字
体
・
字
形
推
移
一

覧
稿

―
自
筆
原
稿
か
ら
初
出
『
新
潮
』
本
文
へ

―
」（
『
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学
雑
志
』

第
二
四
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
に
あ
る
詳
細
な
報
告
と
分
析
・
考
察
や
問
題
提
起
等
を
引
用

し
な
が
ら
、
問
題
意
識
も
踏
ま
え
て
考
察
を
加
え
る
。

印
刷
・
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
文
学
作
品
の
印
刷
用
原
稿
は
、
筆
者
自
身
の
た

め
で
は
な
く
、
印
刷
・
出
版
業
務
に
関
わ
る
諸
実
務
者
や
出
版
さ
れ
た
作
品
を
手
に
す
る
不

特
定
多
数
の
読
者
な
ど
、
基
本
的
に
第
三
者
を
意
識
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
見

せ
る
・
読
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
書
か
れ
る
。
（
こ
の
点
に
お
い
て
、
特
定
の
個
人
に
あ
て

た
私
信
の
書
簡
と
は
、
性
格
が
決
定
的
に
異
な
る
。
）
そ
の
第
三
者
・
読
み
手
を
意
識
し
て

表
記
す
る
以
上
、
特
殊
で
個
人
的
な
文
字
遣
い
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
一
般
的
で
普
遍
的
な

或
い
は
社
会
性
を
持
っ
た
常
識
的
な
規
範
に
沿
っ
た
文
字
遣
い
を
行
う
も
の
と
み
て
良
い
。

そ
の
よ
う
な
性
質
の
「
原
稿
」
（
印
刷
用
自
筆
原
稿
）
で
、
一
文
字
に
対
し
て
複
数
の
字
体

・
字
形
の
表
記
が
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
前
田
氏
に
よ
る
と
、「
兼
行
寺
の
池
」
自
筆
原
稿
に
お
い
て
、「
同
じ
漢
字
で
も
、

原
稿
用
紙
欄
外
の
加
筆
・
訂
正
部
分
の
字
体
・
字
形
と
、
原
稿
用
紙
枡
目
内
に
書
か
れ
た
字

形
・
字
体
と
が
異
な
る
」（
六
〇
頁
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
異
な
り
が
、
原

稿
用
紙
の
枡
目
内
と
欄
外
と
の
関
係
に
お
い
て
、
旧
字
体
と
新
字
体
と
の
関
係
に
対
応
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
一
応
は
「
修
正
の
際
に
は
、
筆
画
の
少
な
い
字
体
・
字
形
が
使
用
さ
れ
る
」

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
明
確
な
意
図
的
・
特
徴
的
方
針
と
し
て
一
貫
し
た
姿
勢
が

あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

井
伏
が
執
筆
や
推
敲
の
過
程
に
お
い
て
、
文
字
使
用
場
面
の
相
違
に
応
ず
る
字
体
・
字
形
の

使
い
分
け
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
本
文
と
加
筆
・
修
正
部
分
、
或
い
は
原
稿
用

紙
の
枡
目
内
と
欄
外
な
ど
と
の
関
係
に
、
「
公
と
私
」
「
晴
と
褻
」
「
正
式
と
略
式
」
の
関
係

の
よ
う
な
使
用
場
面
や
文
章
様
式
の
異
な
り
に
対
す
る
井
伏
の
意
識
・
認
識
な
い
し
表
現
意

図
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
文
字
に
対
し
て

複
数
の
字
体
・
字
形
が
存
す
る
場
合
、
そ
こ
に
意
図
的
な
表
記
意
識
の
違
い
が
存
す
る
か
否

か
を
見
極
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
「
意
識
」
と
い
う
点
で
い
う
と
、
問
題
と
し
て
注

目
す
べ
き
関
係
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
は
、
別
語
・
別
字
で

あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
意
味
・
用
法
上
の
区
別
を
字
体
・
字
形
に
反
映
し
よ
う
と
す

る
意
識
が
働
く
場
合
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
別
語
・
別
字
と
は
認
識
さ
れ
な
い
同
一
の
語
句
や

熟
字
が
異
な
る
字
体
・
字
形
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
そ
こ
に
一
般
的
な
使
い
分
け

の
原
則
（
表
記
意
識
に
基
づ
く
意
図
的
な
違
い
）
が
あ
っ
た
と
は
想
定
し
が
た
い
の
で
、
注

目
す
べ
き
問
題
と
は
な
り
得
な
い
。
こ
の
場
合
の
字
形
・
字
体
の
相
違
は
、
あ
る
個
人
の
個

性
的
・
個
別
的
・
一
時
的
な
図
ら
ざ
る
も
の
（
気
ま
ぐ
れ
と
も
）
と
見
る
ほ
う
が
良
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
余
談
の
如
く
に
は
な
る
が
、
現
在
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、
漢
字
の
デ
ザ
イ

ン
（
字
形
）
の
違
い
と
字
体
の
違
い
が
混
同
さ
れ
て
、
指
導
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
文

字
の
骨
組
み
に
あ
た
る
「
字
体
」
と
デ
ザ
イ
ン
や
表
現
の
差
異
に
属
す
る
「
字
形
」
と
は
区

別
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
が
混
同
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
（
常
用
漢
字
表
に
お

け
る
「
字
体
」「
字
形
」
の
捉
え
方
は
本
稿
の
立
場
と
は
若
干
異
な
る
）。
例
え
ば
、｢

木｣

の

縦
画
の
と
め
る･

は
ね
る
、｢

保｣

の
終
四
画
部
分
に
お
け
る｢

木
・
ホ｣

の
つ
け
る･

は
な
す
、

｢

天
・
吉｣

の
横
画
の
長
短
、｢
臭
・
臭
・
嗅｣

｢

渉
・
涉｣

の
点
の
有
無
等
々
は
、
単
に
字
形
の

違
い
で
あ
っ
て
、
同
一
漢
字
の
デ
ザ
イ
ン
上
の
差
、
印
刷
文
字
を
設
計
す
る
上
の
表
現
差
に

過
ぎ
な
い
。
一
方
、｢

士
・
土｣

｢

末
・
未｣
の
横
画
の
長
短
、｢

大
・
太
・
犬｣

の
点
の
有
無
や

位
置
な
ど
は
、
漢
字
字
種
の
違
い
や
区
別
に
関
わ
る
字
体
の
問
題
で
あ
り
、
異
な
る
漢
字
で

あ
る
こ
と
を
示
す
「
示
差
性
」
や
「
弁
別
性
」
を
持
っ
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
解
説
で
も
、

漢
字
指
導
に
は
標
準
の
字
体
（
本
稿
の
立
場
で
は
「
字
形
」）
を
用
い
る
こ
と
を
示
し
、｢

標

準
と
は
字
体
に
対
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
を
誤
り
と
す
る

も
の
で
は
な
い｣

と
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
校
現
場
で
は
未
だ
に
こ
の

点
の
認
識
が
十
分
に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
字
形
の
違
い
が
正
誤
の
評
価
対
象
と
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
そ
れ
故
に
、
平
成
二
八
年
二
月
に
は
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
が
、
常
用
漢
字
表

の
「
（
付
）
字
体
に
つ
い
て
の
解
説
」
の
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
た
め
に
、「
常

用
漢
字
表
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）
」
を
と
り
ま
と
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、具
体
的
な
運
用
と
し
て
の
手
書
き
文
字
に
は
多
様
な
書
き
方
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、

字
体
が
合
っ
て
い
れ
ば
、
細
か
な
字
形
の
違
い
は
柔
軟
に
評
価
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
要

す
る
に
、
手
書
き
文
字
に
お
い
て
、
点
画
の
長
短
・
方
向
・
交
わ
り
や
と
め
・
は
ね
・
は
ら

い
等
の
細
か
い
違
い
が
、
単
な
る
字
形
の
違
い
に
と
ど
ま
る
か
、
示
差
性
・
弁
別
性
に
関
わ

る
字
体
の
違
い
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
学
校
教
育
の
問
題
の
延
長
線
上
に
、
現
在
の
我
々
の
文
字
に
対
す
る
認
識
が

あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
で
は
、
同
じ
文
字
・
語
の
表
記
に
は
一
つ

の
表
記
形
態
（
字
形
・
字
体
）
を
用
い
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
な
認
識
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
細
か
な
字
形
や
字
体
の
違
い
に
、
表
記
上
の
意
図
や
有
意
性
を

求
め
た
く
な
る
。
し
か
し
、
井
伏
の
漢
字
に
対
す
る
認
識
が
現
在
の
我
々
と
は
異
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
同
じ
文
字
・
語
の
表
記
に
、
少
な
く
と
も
字
形

に
つ
い
て
は
、
複
数
の
形
態
が
あ
る
こ
と
は
特
に
異
様
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
昭
和
二
一
年
公
布
の
当
用
漢
字
や
昭
和
五
六
年
告
示
の
常
用
漢
字
が
、
世
間
一
般
の
漢

字
の
字
形
・
字
体
に
対
す
る
認
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
多
少
な
り
と
も
井
伏
の
漢
字
表

記
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
執
筆
・
書
記

の
年
代
に
よ
る
字
形
・
字
体
の
変
化
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
右
記
の
国
語
政
策
や
教
育
な
ど
の

影
響
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
田
貞
昭
氏
が
、

自
筆
原
稿
の
漢
字
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
・
分
析
に
基
づ
い
て
、
「
自
筆
原
稿
執
筆
に
用
い

る
字
体
・
字
形
は
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
」
お
り
、
「
時
々
の
言
語
政
策
に
従
っ
て
自
筆
原
稿
に

用
い
る
字
体
・
字
形
を
変
更
し
た
の
で
は
な
く
、馴
染
ん
だ
字
体
・
字
形
を
使
用
し
て
い
た
」

（
六
三
・
六
四
頁
）
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
出
版
・
活
字
化
さ
れ
る
文
学
作
品
の
印

刷
用
原
稿
で
あ
り
、
い
わ
ば
公
式
性
（
公
・
晴
の
場
）
が
強
く
意
識
さ
れ
る
場
合
の
表
記
で

あ
る
。
葉
書
で
あ
れ
封
書
で
あ
れ
、
私
信
と
し
て
の
書
簡
の
場
合
で
も
全
く
同
様
で
あ
っ
た

か
否
か
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
も
し
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
井

伏
の
文
字
・
表
記
に
対
す
る
認
識
と
か
書
き
手
の
意
識
と
か
が
表
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
文
字
獲
得
の
背
景
が
、
組
織
的
な
文
字
教
育
に
よ
る
の
か
、
日
常
的
に
見

聞
す
る
も
の
の
影
響
と
か
生
活
の
中
で
の
個
人
的
な
習
慣
に
よ
る
の
か
な
ど
を
、
探
る
手
が

か
り
が
得
ら
れ
よ
う
し
、
字
形
・
字
体
の
違
い
や
変
化
が
、
国
語
政
策
に
よ
る
も
の
で
な
い

と
す
れ
ば
、
癖
や
個
性
的
変
容
或
い
は
使
用
場
面
に
よ
る
意
識
の
違
い
と
し
て
認
め
ら
れ
る

可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
点
も
、
書
簡
の
活
字
化
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
、
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諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
・
考
察
に
資
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
改
め

て
後
述
す
る
が
、
論
者
の
調
査
の
範
囲
で
は
、
実
際
に
候
文
体
の
葉
書
と
そ
れ
以
外
の
書
簡

と
の
間
に
、
特
徴
的
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

六
、
文
字
・
表
記
と
「
書
き
手
の
意
識
」

ま
ず
、
文
字
の
種
類
や
表
記
形
態
な
ど
が
「
書
き
手
の
意
識
」
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、
従
来
の
議
論
や
指
摘
か
ら
確
認
し
て
お
く
。

文
字
の
種
類
（
平
仮
名
・
片
仮
名
・
漢
字
）
と
そ
の
性
格
や
使
用
場
面
・
文
章
様
式
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
、
従
来
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。
中
田
祝
夫
氏
は
、
「
日
常
の
普
通
通
行
体

の
片
か
な
（
社
会
共
通
体
）
に
対
し
て
、
学
問
研
究
に
用
い
た
訓
点
記
入
の
片
か
な
（
訓
点

本
記
入
体
）
」
が
あ
る
と
述
べ
（
「
か
な
の
論
く
さ
ぐ
さ
」
、
『
国
語
学
』

・
一
九
五
五
年
）
、
あ

20

る
い
は
阪
倉
篤
義
氏
に
も
、「
公
の
場
に
お
い
て
晴
の
文
書
に
用
い
ら
れ
る
晴
の
文
字
で
あ

る
漢
字
に
対
し
て
、
褻
の
文
字
と
し
て
意
識
さ
れ
た
か
な
」
「
趣
味
・
鑑
賞
と
い
っ
た
遊
び

を
主
と
し
た
平
が
な
に
対
し
て
、
註
釈
用
の
文
字
・
研
究
を
主
と
し
て
学
問
的
な
意
味
を
も

っ
て
記
さ
れ
た
片
か
な
」
「
漢
字
の
草
体
化
と
い
う
程
度
に
止
ま
る
と
い
う
意
味
で
な
お
漢

字
と
の
関
係
を
保
ち
幾
分
晴
の
文
字
と
い
う
性
格
を
持
つ
草
が
な
に
対
し
て
、
全
く
の
私
事

で
あ
る
恋
の
消
息
・
歌
な
ど
に
用
い
ら
れ
一
層
褻
の
文
字
と
し
て
の
性
格
の
強
い
女
手
（
平

が
な
）
」
な
ど
の
指
摘
（
「
平
が
な
用
法
の
歴
史
（
明
治
以
前
）
」
、『
言
語
生
活
』

・
一
九
五
五
年
）
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が
あ
る
。
い
ず
れ
の
指
摘
も
、
あ
る
文
章
の
表
記
に
用
い
る
文
字
種
選
択
の
態
度
は
そ
の
文

章
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
り
、
文
章
様
式
の
違
い
に
対
す
る
書
き
手
の
認
識
や
表
現
意
図
を

反
映
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
文
字
の
種
類
を
選
択
す
る
行
為
が
あ
る
種

の
「
書
き
手
の
意
識
」
を
反
映
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

ま
た
、
近
世
の
往
来
物
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
書
体
選
択
の
あ
り
よ
う
と
意
識

と
が
関
連
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
、
次
の
よ
う
な
論
考
も
あ
る
。

《
真
》

楷
書
―
正
書
体
―
規
範
的
―
学
問
的
―
読
み
―
辞
書
―
片
仮
名
世
界

《
草
》

行
書
―
略
書
体
―
実
用
的
―
日
常
的
―
書
き
―
往
来
―
平
仮
名
世
界

《
真
》
の
世
界
と
は
、
楷
書
あ
る
い
は
余
り
崩
さ
な
い
行
書
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

正
書
体
と
意
識
さ
れ
、
規
範
的
な
世
界
、
た
と
え
ば
学
問
（
漢
学
）
の
世
界
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
。（
以
下
略
）

こ
れ
に
対
し
て
、
《
草
》
の
世
界
は
、
草
書
（
行
書
を
含
ん
で
）
の
い
わ
ゆ
る
略
書

体
の
世
界
で
あ
り
、
実
用
的
・
日
常
的
な
読
み
書
き
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
以

下
略
）

ど
の
よ
う
な
書
体
を
採
用
す
る
か
は
、
そ
の
「
場
」
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
、
定
ま
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。〔

乾
善
彦
「
書
体
と
規
範

―
近
世
の
漢
字
字
体
意
識
の
一
側
面

―
」

『
国
語
学
』

・
一
九
九
九
年
一
二
月
〕
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こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
文
字
の
種
類
や
書
体
は
あ
る
種
の
「
書
き
手
の
意

識
」
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
か
つ
て
論
者
自

身
も
『
草
案
集
』
に
お
け
る
漢
字
と
書
き
手
の
意
識
に
つ
い
て
論
じ
、
漢
字
に
お
け
る
字
体

・
書
体
の
選
択
態
度
に
は
、
使
用
場
面
の
異
な
り
や
文
章
様
式
の
異
な
り
に
対
す
る
書
き
手

の
認
識
な
い
し
表
現
意
図
が
反
映
し
て
お
り
、
別
々
の
位
相
の
場
に
お
い
て
書
き
分
け
感
じ

取
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
拙
稿
の
趣
旨
と
結
論
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。『
草

案
集
』
の
表
白
部
と
説
話
部
と
で
は
表
記
実
態
に
特
徴
的
な
差
が
あ
り
、
そ
の
要
因
は
文
字

に
対
す
る
意
識
や
認
識
の
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
表
記
態
度
に
は
、
「
表
白
」

と
「
説
話
」
と
い
う
文
章
の
性
格
の
違
い
を
前
提
に
し
て
、
有
意
の
書
き
分
け
意
識
が
あ
っ
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た
と
認
め
ら
れ
る
。
結
論
と
し
て
、
片
仮
名
よ
り
も
漢
字
、
俗
体
よ
り
も
正
体
、
草
書
体
よ

り
も
行
書
体
（
あ
る
い
は
楷
書
体
）
の
方
が
、
公
式
性
が
強
く
格
式
も
高
い
晴
の
文
字
で
あ

る
と
い
う
意
識
・
認
識
に
基
づ
い
て
、
晴
の
文
字
を
表
白
部
の
方
に
用
い
る
と
い
う
基
調
が

認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
拙
稿
「
『
草
案
集
』
に
お
け
る
漢
字
の
表
記
に
つ
い
て

―

表
白
部
と
説
話
部
と
の
差
異

―
」
、
『
鹿
児
島
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
九
号
・
一
九
八
七
年
）

そ
こ
で
、
次
に
こ
の
「
書
き
手
の
意
識
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
井
伏
の
自
筆
原
稿
に

お
け
る
表
記
の
実
態
と
特
徴
を
通
し
て
、
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

七
、
自
筆
原
稿
に
見
る
井
伏
の
表
記
意
識

「
書
き
手
の
意
識
」
を
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
書
き
手
が
表
記
や
用
字
な
ど

に
関
し
て
、
時
々
の
気
ま
ぐ
れ
や
無
頓
着
な
ど
で
は
な
く
、
高
い
意
識
や
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
井
伏
の
「
書
き
手
の
意
識
」
を
見
る
に
先
立
っ
て
、
井
伏

自
身
の
文
字
・
表
記
に
対
す
る
高
い
意
識
や
こ
だ
わ
り
の
よ
う
な
も
の
が
か
い
ま
見
え
る
具

体
的
な
事
象
を
挙
げ
て
お
く
。
い
ず
れ
も
「
「
槌
ツ
ァ
」
と
「
九
郎
治
ツ
ァ
ン
」
は
喧
嘩
を

し
て
私
は
用
語
に
つ
い
て
煩
悶
す
る
こ
と
」
の
自
筆
原
稿
に
み
ら
れ
る
例
（
用
例
数
な
ど
は

ゼ
ミ
所
属
学
生
・
高
杉
健
太
の
平
成
二
八
年
度
提
出
卒
業
論
文
「
井
伏
鱒
二
作
品
に
お
け
る
表
記
上

の
特
徴
に
つ
い
て
」
の
調
査
に
基
づ
い
て
論
者
も
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
）
で
、
特
徴
的
な
用
字

意
識
が
表
出
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一
つ
は
、「
弁
」
と
「
辯
」
と
の
使
い
分
け
で
あ
る
。「
弁
」
は
一
般
に
「
辯
・
辨
・
瓣
」

の
異
体
字
と
位
置
づ
け
る
認
識
も
あ
る
が
、
本
来
は
「
弁
」
も
「
辯
・
辨
・
瓣
」
三
字
も
そ

れ
ぞ
れ
別
字
・
別
語
で
あ
り
、
「
弁
」
を
略
体
の
異
体
字
と
し
た
結
果
が
同
じ
字
形
に
な
っ

た
「
同
形
異
字
」
の
関
係
に
あ
る
。
井
伏
の
自
筆
原
稿
で
は
、
「
弁
」
を
用
い
る
熟
語
「
勘

弁
」
が
一
例
あ
る
他
は
、
「
辯
護
」
二
例
・
「
大
阪
辯
」
五
例
・
「
東
京
辯
」
一
二
例
が
認
め

ら
れ
、
明
ら
か
に
「
弁
」
と
「
辯
」
と
を
区
別
し
て
い
る
。
原
稿
全
体
の
書
体
は
行
草
体
で

あ
る
が
、「
辯
」
字
は
画
数
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
で
区
別
し
て
い
る
。

「
弁
」
は
「
辨
」
の
異
体
字
と
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
「
辨
」
の
字
義
〈
わ
け
る
、
わ

き
ま
え
る
〉
に
基
づ
く
熟
語
「
勘
弁
」
で
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
「
辯
」
の

方
は
、
〈
理
屈
を
わ
け
て
の
べ
る
議
論
〉
と
い
う
字
義
に
基
づ
く
熟
語
「
辯
護
」
あ
る
い
は

本
邦
で
の
字
義
〈
言
い
ぶ
り
、
方
言
〉
に
基
づ
く
「
大
阪
辯
」
「
東
京
辯
」
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
両
字
を
混
同
す
る
こ
と
な
く
、
意
識
的
に
区
別
し
て
、
使
い
分
け
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
当
該
原
稿
内
・
一
作
品
内
に
限
っ
て
見
出
せ
る
事
象
な
の
か
、

印
刷
用
原
稿
・
書
簡
等
の
諸
資
料
に
広
く
認
め
ら
れ
る
事
象
な
の
か
、
井
伏
の
用
字
意
識
の

中
に
一
貫
し
た
統
一
性
が
あ
っ
た
の
か
、
未
だ
定
か
に
で
き
な
い
。
井
伏
の
書
記
資
料
全
般

に
亘
っ
て
、
資
料
的
な
性
格
や
内
容
の
種
類
、
書
記
の
時
期
、
相
手
意
識
の
質
、
公
私
や
公

式
性
・
規
範
性
の
有
無
等
々
を
観
点
に
、
調
査
・
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
「
言
」
と
「
云
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
自
筆
原
稿
を
見
る
と
、
当
初
使
用

し
て
い
た
表
記
を
、
後
の
推
敲
の
段
階
な
ど
で
、
取
消
線
・
墨
消
し
・
重
ね
書
き
等
に
よ
っ

て
修
正
し
て
い
る
情
況
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
当
初
の
表
記
は
「
言
」
一
例
・
「
云
」
四

八
例
・
（
「
い
ふ
」
三
一
例
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
修
正
後
は
「
言
」
四
一
例
・
「
云
」
七
例

・
（
「
い
ふ
」
三
二
例
）
と
い
う
情
況
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
一
例
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
「
言
」
が
四
一
例
に
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
初
の
「
云
」
三
九
例
（
と
「
い
ふ
」

一
例
）
が
「
言
」
に
修
正
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
「
云
」
が
総
て
「
言
」
に
修
正
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
い
な
い
が
、
大
筋
で
「
云
」
か
ら
「
言
」
へ
の
修
正
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

わ
ず
か
に
残
る
七
例
の
「
云
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
意
味
・
用
法
の
違
い
な
ど
を
見
て

も
特
に
有
意
の
差
が
あ
る
よ
う
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
修
正
漏
れ
の
可
能
性
も
疑
う
が
、
明

確
に
は
説
明
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
限
定
的
な
範
囲
の
事
象
で
あ
れ
、
井
伏
の
漢

字
使
用
に
対
す
る
あ
る
種
の
意
識
や
こ
だ
わ
り
、
つ
ま
り
「
書
き
手
の
意
識
」
が
あ
ら
わ
れ
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て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
あ
る
文
章
表
現
の
用
字
・
用
語
な
ど
の
あ
り
方
に
、
書
記

者
の
意
志
を
読
み
取
り
、
言
語
事
象
に
関
わ
る
意
図
・
意
識
の
如
き
も
の
「
書
き
手
の
意
識
」

を
背
景
と
し
て
想
定
し
て
み
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
の
こ
と
と
も
い
え
な
い
と
考

え
る
。八

、
井
伏
書
簡
に
見
る
「
書
き
手
の
意
識
」
の
一
端

井
伏
書
簡
の
表
現
に
「
書
き
手
の
意
識
」
に
よ
る
違
い
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
か
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
言
語
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
「
書
き
手
の
意
識
」
に
よ
る
違
い
の
よ
う
な
も
の
が
書
簡
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
と

し
て
、
そ
の
情
報
を
活
字
化
に
反
映
す
る
方
法
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
示
す
こ
と
に

意
味
が
あ
る
か
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
つ
い
て
、
多
角
的
に
検
討
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ

の
た
め
の
有
効
な
手
立
て
を
ま
だ
得
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
「
書
き
手
の
意
識
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
井
伏
の
書
簡
に
お
け
る
表
記
の
実
態
な
り
特
徴
な
り
を
通
し
て
、
具
体
的

に
考
え
る
手
が
か
り
を
得
た
い
。

井
伏
書
簡
一
六
〇
通
余
り
の
全
体
を
一
瞥
す
る
と
、
そ
の
表
記
形
態
は
一
様
で
な
い
こ
と

が
解
る
。
書
体
で
見
れ
ば
、
基
本
的
に
は
行
草
体
で
あ
り
な
が
ら
、
楷
書
体
に
近
い
も
の
か

ら
か
な
り
草
書
風
に
崩
し
た
も
の
ま
で
あ
り
、
一
字
一
字
が
連
続
し
て
書
か
れ
た
「
連
綿
体
」

の
も
の
も
、
連
続
さ
せ
ず
に
独
立
し
て
書
か
れ
た
「
独
草
体
・
放
ち
書
き
」
と
言
わ
れ
る
も

の
も
あ
る
。
文
字
の
形
で
見
れ
ば
、
画
数
の
多
い
正
字
体
・
旧
字
体
を
意
識
し
た
と
思
し
き

も
の
か
ら
略
体
化
の
顕
著
な
簡
体
の
字
ま
で
あ
る
。
内
容
に
も
少
し
目
を
や
る
と
、
い
わ
ゆ

る
「
文
体
」
も
一
様
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
に
伴
う
語
彙
・
語
法
な
ど
の
言
語
的
要
素
も
異

な
り
（
い
わ
ゆ
る
文
体
的
位
相
差
が
あ
り
）
、
さ
ら
に
、
表
現(

伝
達)

内
容
の
質
に
も
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
つ
ま
り
、
以
上
の
よ
う
な
文
章
様
式
の
違
い
は
、
あ
る
種

の
「
書
き
手
の
意
識
」
が
影
響
し
て
生
じ
る
も
の
と
想
定
で
き
、
そ
れ
が
表
記
形
態
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
言
語
的
な
要
素
の
異
同
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

文
体
の
違
い
と
い
う
点
に
着
目
す
る
と
、
一
六
〇
余
通
の
書
簡
の
中
で
、
他
と
は
若
干
異

質
な
い
わ
ゆ
る
「
候
文
体
」
で
書
か
れ
た
書
簡
が
八
通
だ
け
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
ゴ
ム

印
印
刷
一
通
（
葉
書

）
と
代
筆
に
よ
る
一
通
（
葉
書

）
が
あ
る
の
で
、
井
伏
自
筆
と
い

69

86

え
る
も
の
は
六
通
の
み
で
あ
る
。
ま
だ
十
分
な
考
察
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
文
章
様
式
や

表
現(

伝
達)

内
容
に
よ
る
語
彙
・
語
法
あ
る
い
は
用
字
・
用
語
な
ど
の
表
記
の
あ
り
方
の
違

い
を
概
観
・
比
較
す
る
た
め
に
、
候
文
体
の
書
簡
六
通
（
葉
書

・

・

・

・

・

）

20

30

82

101

113

121

と
そ
れ
以
外
の
書
簡
一
通
（
葉
書

）
と
を
例
示
し
て
、
そ
の
特
徴
な
ど
を
考
え
て
み
た
い
。

02

な
お
、
用
例
に
付
し
て
あ
る
書
簡
番
号
と
翻
字
本
文
な
ど
は
、
冒
頭
に
触
れ
た
井
伏
鱒
二
未

公
開
書
簡
に
つ
い
て
活
字
化
作
業
を
進
め
て
い
る
青
木
美
保
・
前
田
貞
昭
氏
等
の
現
段
階
に

お
け
る
成
果
に
基
き
、傍
線
は
後
の
考
察
の
便
の
た
め
に
論
者
が
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
葉
書

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
二
月
六
日

02
帰
る
つ
も
り
で
ゐ
ま
し
た
が
本
日
小
生
の
あ
に
き
か
ら
様
子
し
て
来
て
言
ふ
に
は
家

に
今
度
ご
た

く
が
あ
り
さ
う
な
と
い
ふ
の
で
止
し
ま
し
た
。
な
る
べ
く
俗
事
に
は

か
ゝ
は
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。
で
明
日
発
つ
て
上
州
を
こ
の
冬
休
み
中
旅

行
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
旅
費
の
な
く
な
り
次
第
宿
を
定
め
て
飜
譯
に
從
事
し

て
東
京
へ
送
つ
て
金
に
か
へ
る
存
念
で
す
。
何
う
せ
飜
訳
な
ど
し
た
悪
銭
は
身
に
つ

く
道
理
が
な
い
の
で
す
か
ら
ね
。
今
度
の
春
に
は
本
郷
区
の
小
生
の
お
ば
を
つ
れ
て

、
、

帰
り
ま
す
。
十
何
年
ぶ
り
に
で
す
か
ら
帰
つ
て
み
た
い
と
云
つ
て
ゐ
ま
す
。
旅
先
で

宿
の
定
り
次
第
そ
こ
か
ら
通
知
し
ま
す
。
先
日
土
岡
が
来
て
遊
ん
で
ゆ
き
ま
し
た
。

べ
つ
に
面
白
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
カ
ダ
ン
の
気
持
が
や
つ
と
此
頃
わ
か
つ
て



二
五
頁

来
た
と
言
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
し
か
し
彼
の
こ
と
だ
か
ら
ば
つ
を
合
し
て
言
つ
た
こ
と

、
、

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
夜
の
四
時
前
で
す
。
ど
う
し
て
も
寢
つ
か
れ
な
い
の
で
床

の
上
に
う
つ
伏
せ
に
な
つ
て
こ
れ
を
書
い
て
ゐ
る
の
で
す
。
総
て
し
づ
か
で
す
。
講

談
で
言
ふ
、
軒
下
三
寸
下
る
と
い
ふ
時
刻
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も
ね
つ
か
れ
ま
せ
ん
。

い
ろ

く
年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
面
倒
な
世
の
中
に
な
つ
て
来
ま
す
ね
。
つ
く

ぐ

い
や
に
な
つ
て
来
ま
し
た
。
学
校
も
、
生
活
も
。
涙
の
谷
と
は
よ
く
も
言
つ
た
こ
と

で
す
ね
。
で
は
さ
よ
な
ら
、
お
や
す
み
、
つ
い
で
ゞ
す
か
ら
私
は
朝
ま
で
起
き
て
ゐ

ま
す
。

○
葉
書

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
十
一
日

20
た
い
へ
ん
し
の
ぎ
よ
く
相
成
候
こ
と
ゝ
て
、
い
で
や
何
よ
り
の
こ
と
ゝ
存
じ
候
。
さ

て
こ
の
ほ
ど
老
若
う
ち
つ
ど
ふ
同
人
雑
誌
「
あ
ら
く
れ
」
と
申
す
小
誌
を
発
兌
い
た

し
申
候
。
第
一
輯
は
御
送
附
の
こ
と
失
念
い
た
し
候
事
に
て
、
す
で
に
古
雑
誌
と
相

成
り
候
。
そ
れ
に
て
第
二
輯
よ
り
御
配
本
つ
か
ま
つ
る
べ
く
、
御
高
評
た
ま
は
ら
ば

何
よ
り
の
こ
と
ゝ
秘
か
に
念
じ
奉
り
候
。
近
来
、
愚
生
は
最
も
読
書
に
身
を
入
れ
候

処
置
を
と
り
候
ゆ
え
、
酒
席
の
こ
と
は
気
の
り
う
す
と
相
定
め
居
り
候
。
お
大
事
に

な
さ
れ
度
候
。
再
拜
々
々

○
葉
書

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
一
日

30
新
年
お
め
出
度
く
、
本
年
も
何
卆
よ
ろ
し
く
、
二
九
の
十
八
を
過
ぎ
て
我
々
こ
と
本

年
ま
さ
に
廿
六
才
に
相
成
候

名
を
な
す
は
近
き
に
こ
れ
あ
り

小
生
の
心
は
い
か

に
も
こ
ゝ
ろ
お
ど
り
申
候

本
日
は
こ
れ
よ
り
街
を
歩
き
着
飾
つ
た
ま
ち
人
達
を
眺

め
る
存
念

酒
も
し
た
ゝ
か
い
た
ゞ
き
今
は
瞑
目
思
ふ
と
こ
ろ
こ
れ
な
く
候

こ
ゝ

に
目
出
度
く
御
一
統
様
の
御
幸
福
を
祈
る
も
の
に
候

正
月
一
日

○
葉
書

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
一
月
十
二
日

（
本
文
は
横
書
き
）

82

T
E
N
K
Y
O

N
O

O
S
H
R
A
-
S
E

１
９
１
７

１
１
．
１
２

；

先
日
ノ
原
稿
ノ
件

御
願
ヒ
仕
候

今
度
ノ
居
処
ハ
目
白
女
子
大
学
ノ
直
グ
下
ニ

候
．
貴
兄
ニ
ハ
今
度

明
治
座
上
演
ノ
〝
生
ケ
ル
屍
〟
ニ
テ
ウ
タ
フ
〝
ジ
プ
シ
イ
ノ

旅
〟
即
チ
さ
す
ら
ひ
の
歌
を
御
存
ジ
ニ
候
ヤ

次
第
次
第
ニ
田
舎
ニ
逃
レ
行
キ
今
ハ
カ
ヽ
ル
ト
コ
ロ

―
サ
ビ
シ
キ
ト
コ
ロ

―
ニ

逃
亡
仕
候

時
候
御
用
心
ナ
サ
レ
度
候

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
葉
書

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
二
十
日

101
二
十
枚
許
り
画
き
申
候

迷
蘆
會
に
持
参
仕
る
べ
け
れ
ば
三
成
君
と
と
も
に
二
三
枚
好
き
な
の
を
選
り
と
り
下

さ
れ
度
候

氣
に
入
り
申
し
候
は
ゞ
い
く
ら
に
て
も
さ
し
上
げ
仕
る
べ
し

毎
日
画

用
紙
の
水
ば
り
に
い
そ
が
し
く
こ
れ
あ
り
申
候

し
ば
し
華
や
か
な
理
想
の
囲
よ
り

離
れ
つ
ゝ

先
は
御
用
心

○
葉
書

〔
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
〕
十
月
三
十
一
日

（
片
仮
名
交
じ
り
）

113
轉
居
御
報
告
左
記
ニ
候
。

目
下
秋
氣
誠
ニ
宜
シ
ク
昨
日
郊
外
中
野
町
ニ
於
テ
喫
煙
會
開
催
仕
候

又
本
日
ハ
室

ニ
於
テ
勉
学
致
居
候
。

其
他
略
。

東
京
市
牛
込
区
鶴
巻
町

栄
久
館井

伏
鱒
二
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○
葉
書

〔
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
〕
七
月
十
六
日

121
そ
の
日
恐
懼
に
満
ち
て
帰
宅
仕
候

小
生
事
無
謀
と
云
は
ふ
か
何
と
云
は
う
か
お
祭

り
の
日
に
選
り
も
選
ん
で
臆
面
も
な
く
出
入
口
の
あ
た
り
に
蠢
々
然
と
し
た
る
、
今

更
お
わ
び
入
り
申
し
候
。』

貴
君
の
云
は
れ
る
通
り
八
日
に
短
歌
会
は
こ
れ
あ
り
候
由

さ
れ
ど
散
歩
か
た

ぐ

度
々
こ
ら
れ
い
べ
く
候
。
栂
の
緑
を
ふ
む
足
音
ひ
ゞ
き
ぬ
そ
れ
の
様
に
デ
リ
ケ
イ
ト

な
る
君
の
も
の
し
艸
拜
誦
つ
か
ま
つ
り
候
、
唯
今
。
や
さ
し
き
韻
よ
、
悲
し
の
リ
ズ

ム
よ
と
思
入
申
候
。
父
な
き
児
は
今
更
同
感
仕
候
。
あ
り
あ
は
せ
の
唐
墨
に
て
乱
筆
、

端
書
を
以
て
、
お
礼
ま
で
、
お
こ
と
は
り
ま
で
、
山
地
御
案
内
ま
で
、
英
ぼ
つ
ち
や

ん
に
よ
ろ
し
く
。
来
年
の
正
月
を
ほ
の
か
に
待
ち
つ
ゝ
え
び
の
目
の
枝
の
ふ
き
出
で

ん
事
を
祈
り
居
り
申
候

参
考
の
た
め
に
ゴ
ム
印
印
刷
の
葉
書
も
示
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、
企
業
が
作
成
し
た
い
わ
ゆ

る
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
類
で
、
公
式
性
の
強
い
一
般
的
な
候
文
体
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る

の
で
、
私
信
の
井
伏
書
簡
に
お
け
る
候
文
体
と
の
比
較
に
有
用
で
あ
ろ
う
。

○
葉
書

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
一
月
四
日

（
一
部
分
井
伏
の
手
書
き
）

69
送
品
御
案
内

拜
啓

益
々
御
隆
昌
之
段
奉
賀
候

陳
者

井
伏
鱒
二
殿
よ
り
御
用
命
賜
候

御
海
苔
罐
入
一
個

本
日

普
通
小
包

便
を
以

て
御
送
附
申
上
候
間
御
受
納
被
下
度
尚
現
品
御
査
収
の
上
は
御
手
数
乍

井
伏
鱒
二

殿
へ
御
一
報
賜
度
御
願
申
上
候

先
は
右
御
案
内
旁
々
御
依
頼
申
上
候

敬
具

昭
和

年
１
月
４
日

27

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
二
ノ
三

株
式
会
社

山
本
山

電
話
日
本
橋

〇
五
二
四
番
／
〇
五
二
五
番

(24)

ま
ず
、
こ
れ
ら
候
文
体
の
葉
書
に
共
通
す
る
表
記
上
の
特
徴
を
概
観
す
る
と
、
書
体
に
つ

い
て
は
、
葉
書

の
一
部
と
葉
書

が
他
よ
り
も
若
干
崩
し
方
の
強
い
書
体
が
含
ま
れ
る
程

30

121

度
で
、
基
本
的
に
は
楷
書
体
寄
り
の
行
草
体
で
書
か
れ
て
い
る
と
見
て
よ
く
、
か
つ
連
綿
体

で
な
く
、
お
お
よ
そ
独
草
体
・
放
ち
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
書
簡
が
総
て
対
照
的
に
崩

し
方
の
強
い
も
の
ば
か
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
葉
書
は
丁
寧

な
楷
書
体
寄
り
の
書
き
ぶ
り
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
書
き
手
の
意
識
と
か
姿
勢
と
い

う
よ
う
な
も
の
が
表
れ
て
い
る
と
見
得
る
。
ち
な
み
に
、
他
の
書
簡
に
は
、
極
端
な
走
り
書

き
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
の
も
の
が
あ
る
。

次
に
、
全
体
の
表
現
・
用
語
な
ど
が
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
）
文
語
調
で
あ
り
、
他
の
私

信
書
簡
が
ほ
と
ん
ど
口
語
調
の
表
現
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。例
え
ば
、

右
記
書
簡
の
本
文
に
棒
線
を
施
し
た
表
現
な
ど
は
、
他
の
書
簡
に
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、
候
文
体
の
書
簡
に
特
徴
的
な
表
現
法
と
見
な
し
て
よ
い
。
主
な
表
現
を
い
く
つ
か
取

り
出
し
て
、
そ
の
性
格
を
見
て
み
た
い
。

○
接
頭
辞
「
相
（
あ
い
）」
全
一
三
例

―

候
文
に
四
例

候
文
「
た
い
へ
ん
し
の
ぎ
よ
く
相
成
候
」（
葉
書

）
20

候
文
「
す
で
に
古
雑
誌
と
相
成
り
候
」（
葉
書

）
20

候
文
「
気
の
り
う
す
と
相
定
め
居
り
候
」（
葉
書

）
20

候
文
「
我
々
こ
と
本
年
ま
さ
に
廿
六
才
に
相
成
候
」（
葉
書

）
30

「
当
方
相
変
ら
ず
雑
事
読
書
で
日
を
消
し
て
ゐ
ま
す
」（
葉
書

）
27
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「
御
厄
介
に
相
成
り
ま
し
た
」（
葉
書

・
葉
書

）

25

36

「
ず
ゐ
ぶ
ん
凌
ぎ
よ
く
相
成
り
ま
し
た
」（
葉
書

）
49

「
御
世
話
様
に
相
成
り
恐
縮
で
す
」（
封
書

）
14

「
御
厄
介
に
相
成
り
恐
縮
で
す
」（
封
書

）
29

「
お
邪
魔
し
て
相
す
み
ま
せ
ん
」（
葉
書

）
10

「
御
邪
ま
し
て
相
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」（
封
書

）
11

「
御
迷
惑
を
か
け
て
相
す
み
ま
せ
ん
」（
封
書

）
16

「
手
紙
を
送
つ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」（
封
書

）

cf.

32

動
詞
「
あ
い
な
る
・
相
成
る
」
の
如
き
語
に
見
え
る
接
頭
辞
「
あ
い
」
は
「
改
ま
っ
た
言
い

方
と
し
て
、
近
代
で
は
手
紙
な
ど
に
用
い
る
。
」（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
と
説
明
さ
れ
る
よ

う
に
、
井
伏
が
友
人
に
宛
て
た
（
改
ま
る
必
要
の
な
い
）
私
信
書
簡
で
も
多
く
の
使
用
は
な

い
。
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
接
頭
辞
「
あ
い
・
相
」
を
持
つ
表
現
が
一
三
例
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
候
文
体
の
書
簡
に
四
例
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
九
例
の
使
用
も
同
じ
友
人
に
宛
て
た

書
簡
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
・
表
現
が
他
の
書
簡
に
比
べ
て
幾
分
改
ま
っ
た
風
の
あ
る

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
表
現
上
の
意
識
的
な
差
別
化
が
感
じ
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。

○
補
助
動
詞
「
つ
か
ま
つ
る
」
全
三
例

―

候
文
に
二
例

候
文
「
御
配
本
つ
か
ま
つ
る
べ
く
」（
葉
書

）
20

候
文
「
拜
誦
つ
か
ま
つ
り
候
」（
葉
書

）
121

「
先
は
、
こ
れ
に
て
失
礼
つ
か
ま
つ
り
ま
す
」（
葉
書

）
03

○
補
助
動
詞
「
仕
」
全
一
二
例

―

候
文
に
七
例

候
文
「
先
日
ノ
原
稿
ノ
件
御
願
ヒ
仕
候
」（
葉
書

）
82

候
文
「
カ
ヽ
ル
ト
コ
ロ

―

サ
ビ
シ
キ
ト
コ
ロ

―

ニ
逃
亡
仕
候
」（
葉
書

）
82

候
文
「
迷
蘆
會
に
持
参
仕
る
べ
け
れ
ば
」（
葉
書

）
101

候
文
「
い
く
ら
に
て
も
さ
し
上
げ
仕
る
べ
し
」（
葉
書

）
101

候
文
「
郊
外
中
野
町
ニ
於
テ
喫
煙
會
開
催
仕
候
」（
葉
書

）
113

候
文
「
そ
の
日
恐
懼
に
満
ち
て
帰
宅
仕
候
」（
葉
書

）
121

候
文
「
父
な
き
児
は
今
更
同
感
仕
候
」（
葉
書

）
121

「
転
居
仕
候
」（
葉
書

）
84

「
お
手
紙
拝
見
仕
り
ま
し
た
」（
葉
書

）
21

「
乱
筆
乍
ら
お
願
ひ
仕
り
ま
す
」（
葉
書

）
91

「
過
日
は
お
邪
魔
仕
り
ま
し
た
」（
封
書

）
05

「
御
来
着
の
由
承
知
仕
り
ま
し
た
」（
葉
書
２
）

候
文
「
何
よ
り
の
こ
と
ゝ
秘
か
に
念
じ
奉
り
候
」（
葉
書

）

cf.

20

「
ひ
と
へ
に
御
さ
ん
だ
ん
ね
が
ひ
あ
げ
奉
る
」（
葉
書

）
99

補
助
動
詞
「
つ
か
ま
つ
る
・
仕
」
も
書
簡
全
体
と
し
て
は
決
し
て
多
く
の
使
用
例
は
な
く
、

一
五
例
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
九
例
が
候
文
体
の
書
簡
に
あ
る
。
こ
の

一
五
例
に
も
改
ま
っ
た
風
の
あ
る
表
現
と
し
て
意
識
的
な
差
別
化
が
感
じ
ら
れ
る
。
（
参
考

ま
で
に
、
補
助
動
詞
「
奉
る
」
の
使
用
が
二
例
だ
け
確
認
で
き
、
一
例
が
候
文
体
の
書
簡
中

に
あ
る
。
）
同
様
の
意
味
・
用
法
に
な
る
補
助
動
詞
の
一
つ
「
い
た
す(

い
た
し
ま
す)

」
と

簡
単
に
比
較
し
て
み
る
と
、
葉
書
に
三
〇
例
と
封
書
に
二
〇
例
の
総
数
五
〇
例
が
確
認
で
き

る
が
、
候
文
体
の
書
簡
に
は
二
例
し
か
な
い
。
具
体
的
に
は
「
先
日
来

度
々
お
邪
ま
い
た

し
ま
し
て

剰
へ
の
長
ば
な
し
は
な
し
込
ん
で
了
つ
て
恐
縮
い
た
し
ま
す
。（
中
略
）
本
日

発
送
い
た
し
ま
し
た
。
」（
葉
書

）「
御
一
報
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。
」（
葉
書

）「
先
日
は

12

13

お
邪
魔
い
た
し
ま
し
た
。
（
中
略
）
そ
れ
よ
り
直
行
に
て
上
總
イ
チ
ノ
ミ
ヤ
海
岸
に
行
き
本

日
唯
今
帰
宅
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
電
報
も
唯
今
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
（
中
略
）
唯
今
、

友
人
来
り
、
こ
れ
に
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。
」（
封
書

）
の
如
き
例
で
あ
る
が
、
単
純
に
表

13

面
的
な
比
較
を
す
る
だ
け
で
も
、
「
つ
か
ま
つ
る
・
仕
」
と
の
使
用
に
は
、
意
識
的
な
表
現
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上
の
差
別
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

○
「
こ
れ
あ
り
」
全
三
例

―

総
て
候
文
の
葉
書
中

候
文
「
名
を
な
す
は
近
き
に
こ
れ
あ
り
」（
葉
書

）
30

候
文
「
毎
日
画
用
紙
の
水
ば
り
に
い
そ
が
し
く
こ
れ
あ
り
申
候
」（
葉
書

）
101

候
文
「
八
日
に
短
歌
会
は
こ
れ
あ
り
候
由
」（
葉
書

）
121

○
「
こ
れ
な
し
」
全
三
例

―

候
文
に
一
例

候
文
「
今
は
瞑
目
思
ふ
と
こ
ろ
こ
れ
な
く
候
」（
葉
書

）
30

「
一
瓢
を
携
へ
て
来
る
様
な
風
流
の
友
も
こ
れ
な
く
」（
葉
書

）
122

「
心
憂
き
こ
と
こ
の
上
も
こ
れ
な
く
候
。
嘆
息
々
々
。
」（
封
書

）
20

「
こ
れ
あ
り
」
は
、
漢
文
の
「
有
之
」
を
訓
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
表
現
で
、
「
こ

れ
（
之
）
」
と
「
あ
り
（
有
）」
が
熟
合
し
て
一
語
相
当
に
機
能
し
て
お
り
、
「
あ
り
」
の
強

調
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
極
め
て
特
徴
的
な
文
語
調
の
表
現
で
あ
り
、
候
文
体
の
書
簡
で
し

か
確
認
で
き
な
い
。
同
様
に
漢
文
訓
読
由
来
の
「
こ
れ
な
し
」
も
、
候
文
か
そ
れ
に
準
ず
る

文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
文
語
調
の
色
合
い
が
極
め
て
強
く
、
口
語
調
の
表
現
を

基
調
と
す
る
井
伏
の
書
簡
の
中
に
あ
っ
て
、
異
質
な
存
在
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
掲
の
書
簡
本
文
に
波
線
を
施
し
た
語
や
表
現
な
ど
は
、
漢
語
や
漢
文
訓
読
特

有
語
あ
る
い
は
漢
文
訓
読
調
の
表
現
な
ど
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
系
の
用
語
や
語
法
な
ど
は
、

和
語
や
和
文
的
表
現
が
柔
ら
か
い
印
象
を
与
え
る
の
と
は
異
な
り
、
か
た
い
印
象
や
公
式
性

を
強
く
す
る
。
そ
の
よ
う
な
印
象
・
効
果
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
意
識
的
に
表
現
の
選
択

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
候
文
体
・
文
語
調
の
書
簡
に
特
徴

的
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
他
の
口
語
調
を
基
調
と
す
る
書
簡
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。

候
文
体
の
書
簡
を
通
し
て
指
摘
し
て
き
た
以
上
の
よ
う
な
特
徴
や
異
同
な
ど
に
、
「
書
き

手
の
意
識
」
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
し
い
友
人
に
あ
て
た
私
信
書
簡
は
、
そ
の

親
密
な
人
間
関
係
ゆ
え
に
、
あ
る
程
度
く
だ
け
た
口
語
調
の
表
現
を
基
調
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
同
じ
友
人
に
あ
て
た
書
簡
で
あ
り
な
が
ら
、
候
文
体
の
書
簡
は
、
幾
分
か
他
人
行
儀

に
改
ま
っ
た
さ
ま
、
あ
る
い
は
事
務
的
な
連
絡
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
時
々
の

伝
達
す
べ
き
内
容
や
そ
れ
に
伴
う
待
遇
的
な
相
手
意
識
の
あ
り
よ
う
な
ど
が
、
文
体
に
も
文

字
の
崩
し
具
合
・
書
体
や
用
字
・
用
語
の
選
択
に
も
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の

相
手
意
識
の
あ
り
よ
う
が
書
簡
に
表
れ
る
「
書
き
手
の
意
識
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
漢
字

の
字
体
・
字
形
・
書
体
を
始
め
、
文
体
・
語
彙
・
語
法
な
ど
を
変
え
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

九
、
書
簡
の
活
字
化
に
関
わ
る
諸
課
題
等

本
稿
で
問
題
に
し
た
井
伏
書
簡
の
活
字
化
に
つ
い
て
は
、
印
刷
シ
ス
テ
ム
を
通
す
以
上
、

否
応
な
く
シ
ス
テ
ム
上
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
な
ど
）
の
制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
活
字
化

が
何
を
目
的
と
し
、
活
字
化
に
何
を
求
め
る
か
に
も
よ
る
が
、
少
な
く
と
も
印
刷
シ
ス
テ
ム

を
通
す
こ
と
で
、
書
記
者
の
筆
致
を
あ
る
程
度
は
損
な
う
こ
と
に
な
る
。
文
学
作
品
の
印
刷

用
原
稿
を
活
字
化
す
る
場
合
、
解
釈
・
鑑
賞
の
委
ね
ら
れ
る
読
者
に
、
客
観
的
な
表
現
内
容

・
論
理
が
著
者
の
意
図
通
り
に
伝
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
個
人
的
な
私
信
の
場

合
は
、
用
字
・
用
語
も
含
め
、
筆
遣
い
を
は
じ
め
と
す
る
文
章
の
書
き
ぶ
り
な
ど
と
を
通
し

て
、
書
記
者
の
意
識
や
感
情
的
な
側
面
が
伝
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
の
手
書
き

文
字
（
肉
筆
）
に
対
し
て
、
印
刷
シ
ス
テ
ム
を
通
し
た
活
字
化
で
は
そ
の
筆
致
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
比
喩
的
に
言
え
ば
、
書
記
言
語
の
手
書
き
文
字
に
は
表
情
が
表
れ
る
が
、

、
、

活
字
化
さ
れ
た
文
字
は
無
表
情
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
ま
か
に
見
れ
ば
、
書
記
者
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の
個
性
的
な
筆
遣
い
や
折
々
の
姿
勢
な
ど
の
変
化
が
直
接
的
に
表
れ
る
手
書
き
文
字
と
、
あ

る
種
の
規
範
や
制
約
が
加
わ
っ
て
一
定
に
な
る
印
刷
文
字
と
の
関
係
は
、
音
声
言
語
と
書
記

言
語
と
の
関
係
に
似
て
い
る
。
音
声
言
語
で
は
、
発
話
者
の
一
回
毎
に
異
な
る
息
づ
か
い
や

感
情
な
ど
が
、
音
の
抑
揚
や
強
弱
な
ど
に
よ
っ
て
、
直
接
的
に
豊
か
な
姿
で
表
れ
る
。
書
記

言
語
で
は
、
表
記
・
文
字
体
系
の
規
範
や
制
約
が
加
わ
り
、
個
別
的
・
部
分
的
な
細
か
い
異

同
は
捨
象
さ
れ
て
、
変
化
の
少
な
い
均
質
化
さ
れ
た
姿
の
こ
と
ば
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
活

字
化
さ
れ
た
文
字
は
、
音
声
言
語
で
言
え
ば
、
感
情
が
表
出
す
る
息
づ
か
い
と
か
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
な
ど
を
単
純
化
し
て
理
性
や
論
理
を
優
先
し
た
発
話
、
例
え
ば

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
を
、
で
き
る
だ
け
個
性
や
感
情
な
ど
を
排
し
て
、
規
範
的

な
い
わ
ゆ
る
標
準
語
で
淡
々
と
読
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
音
声
言
語
の
表
情
は
、
ど
の
よ

、
、

う
な
方
法
を
と
っ
て
も
、
文
字
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
で
き
な
い
よ
う
に
、
手

書
き
文
字
の
表
情
を
活
字
化
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

、
、

個
人
的
な
私
信
で
あ
る
書
簡
の
活
字
化
に
当
た
っ
て
は
、
手
書
き
文
字
に
表
れ
る
個
性
的

な
筆
遣
い
な
ど
の
表
記
形
態
と
書
記
者
の
感
情
や
意
識
を
、
可
能
な
限
り
反
映
し
、
読
み
取

れ
る
よ
う
に
す
る
方
法
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
第
三
者
に
向
け
ら
れ
た
公
式
性
の
強
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

印
刷
用
自
筆
原
稿
の
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
個
別
の
人
間
関
係
に
あ
る
特
定
の
人
物
に

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

向
け
ら
れ
た
私
信
書
簡
に
は
、
そ
の
時
々
の
書
記
者
の
感
情
・
感
覚
・
意
識
・
立
場
・
環
境

、
、
、
、
、
、
、
、
、

等
々
に
起
因
す
る
主
観
的
な
側
面
が
、表
記
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
、
手
書
き
で
あ
れ
活
字
で
あ
れ
、
感
情
や
意
識
を
文
字
に
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は

ほ
ぼ
で
き
な
い
。
し
か
し
、
手
書
き
文
字
に
は
「
書
き
手
の
意
識
」
が
反
映
す
る
要
素
が
見

い
だ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
井
伏
の
意
識
を
表
す
筆
遣
い
や
書
き
ぶ
り
な
ど
の
手
書
き
文
字

の
表
情
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、
、

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
「
書
き
手
の
意
識
」
と
表
記
形
態
（
書
体
・
字
体
・

字
形
な
ど
）
、
そ
れ
が
表
す
意
識
や
意
味
な
ど
と
の
関
連
に
つ
い
て
要
点
を
整
理
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
対
比
的
関
係
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

○
〈
楷
書
寄
り
の
行
草
体
〉〈
正
字
体
〉〈
規
範
性
〉〈
文
語
調
〉

〈
公
的
・
正
式
・
晴
〉〈
他
人
行
儀
な
待
遇
意
識
〉〈
丁
寧
な
威
儀
を
正
す
姿
勢
〉

〈
第
三
者
的
〉〈
理
性
的
・
論
理
的
〉

○
〈
草
書
寄
り
の
行
草
体
〉〈
俗
字
・
略
体
〉〈
現
実
性
・
日
常
性
〉〈
口
語
調
〉

〈
私
的
・
略
式
・
褻
〉〈
個
人
的
で
親
密
な
待
遇
意
識
〉〈
気
さ
く
さ
で
砕
け
た
姿
勢
〉

〈
当
事
者
的
〉〈
感
情
的
・
情
意
的
〉

井
伏
鱒
二
と
い
う
一
人
の
作
家
の
自
筆
資
料
を
ど
の
よ
う
な
目
的
・
意
図
を
も
っ
て
世
間

に
公
開
す
る
か
、
論
者
が
判
断
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
活
字
化
の
あ
り

方
は
様
々
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
・
意
図
に
応
じ
た
活
字
化
の
工
夫
と
方
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
井
伏
の
個
性
的
な
表
記
形
態
を
持
つ
手
書
き
資
料
を
多
く
の
人
が

「
読
め
る
」
姿
に
す
る
か
、
特
段
の
価
値
や
評
価
等
の
判
断
を
加
え
ず
に
単
に
表
記
形
態
を

復
元
し
た
姿
に
す
る
か
、
文
学
や
語
学
を
は
じ
め
と
す
る
諸
分
野
の
研
究
対
象
資
料
と
し
て

有
益
な
姿
を
提
供
す
る
か
、
等
々
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
印
刷
・
公
刊
を
前
提
と
す

る
文
学
作
品
の
印
刷
用
自
筆
原
稿
の
活
字
化
は
ま
た
質
の
異
な
る
別
の
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
私
事
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
手
書
き
の
私
信
書
簡
の
活
字
化
と
同
一
に
論
じ
て
処
理
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
私
信
書
簡
の
問
題
に
限
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
。

古
典
（
文
学
作
品
）
資
料
の
翻
字
に
お
い
て
、
仮
名
遣
い
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
、

同
じ
よ
う
に
漢
字
字
体
を
正
字
体
・
旧
字
体
に
統
一
し
て
示
す
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
（
そ
れ
が
一
般
的
で
あ
る
と
か
良
い
と
か
望
ま
し
い
と
か
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
）

が
、
私
信
書
簡
の
活
字
化
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
規
範
に
基
づ
く
処
理
を
施
す
こ
と
に
は
ほ

、
、
、
、
、
、
、
、

と
ん
ど
意
味
が
な
い
。
現
行
の
或
い
は
当
時
の
規
範
や
目
安
な
ど
を
も
っ
て
統
一
す
る
よ
う

な
処
理
を
加
え
る
よ
り
も
、
井
伏
の
表
記
実
態
を
忠
実
に
反
映
す
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
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る
。
漢
字
の
字
体
・
字
形
に
関
し
て
い
え
ば
、
観
念
的
標
準
的
な
規
範
形
を
求
め
て
統
一
的

に
処
理
す
る
よ
り
も
、
個
別
的
具
体
的
な
実
現
形
を
重
視
し
て
活
字
化
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
漢
字
字
体
に
関
す
る
も
の

だ
け
で
な
く
、
「
仮
名
文
字
体
系
・
送
り
仮
名
・
仮
名
遣
い
」
等
々
に
関
す
る
問
題
も
同
様

で
あ
る
。
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
規
範
や
目
安
な
ど
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
は
危
険
性

や
不
都
合
を
伴
う
。
そ
も
そ
も
一
般
的
な
標
準
・
規
範
を
認
定
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
ば

か
り
か
、
誤
用
か
個
性
的
な
用
法
か
の
峻
別
も
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
時
的
で
無

秩
序
な
誤
字
・
誤
用
と
、
一
定
の
基
準
や
統
一
性
を
持
つ
（
そ
れ
が
仮
に
誤
っ
た
認
識
に
基

づ
く
も
の
だ
と
し
て
も
）
個
性
的
な
用
字
・
用
語
と
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
井
伏
個
人
の

言
語
活
動
と
同
時
代
の
言
語
現
象
の
両
方
に
つ
い
て
、
通
時
的
に
も
共
時
的
に
も
、
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
む
す
び
に
か
え
て
、
書
簡
の
活
字
化
に
際
し
て
注
目
・
検
討
す
べ
き
課
題
の
一

部
を
、
順
不
同
な
が
ら
、
改
め
て
簡
潔
に
整
理
し
て
お
く
。

○
書
簡
毎
の
書
体
の
違
い
を
資
料
的
な
情
報
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
の
意
義

書
体
（
楷
書
・
行
書
・
草
書
）
の
明
確
な
識
別
は
で
き
な
い
と
は
い
え
、
書
体
と
字
体

・
文
体
・
内
容
な
ど
と
の
関
連
や
、用
字
・
用
語
と
の
関
連
は
決
し
て
薄
く
な
い
以
上
、

書
体
の
情
報
は
軽
視
で
き
な
い
。
文
字
の
形
（
特
に
実
現
形
）
や
書
体
な
ど
の
表
記
実

態
は
、
あ
る
種
の
「
書
き
手
の
意
識
」
と
筆
遣
い
・
筆
致
な
ど
、
文
字
を
通
し
て
み
る

書
記
者
の
表
情
が
最
も
解
り
や
す
く
確
認
で
き
る
外
形
的
な
特
徴
に
な
る
。

○
公
刊
を
前
提
と
し
た
印
刷
用
自
筆
原
稿
と
私
信
書
簡
と
の
異
同

文
章
の
性
質
に
関
わ
る
「
公
・
私
」「
晴
・
褻
」「
正
式
・
略
式
」
等
の
使
用
場
面
や
文

章
様
式
の
異
な
り
、
内
容
に
対
す
る
「
書
き
手
の
意
識
」
を
背
景
と
し
た
表
記
形
態
や

書
体
・
字
体
・
用
字
・
用
語
あ
る
い
は
表
現
様
式
な
ど
の
区
別
が
あ
り
得
る
。
ま
た
、

公
的
文
書
（
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
）
と
私
的
文
書
と
で
表
記
形
態
や
用
字
・
用
語
な
ど
に
違

い
が
あ
り
得
る
。
さ
ら
に
、
私
信
で
も
相
手
へ
の
心
理
的
な
待
遇
意
識
や
親
密
度
・
親

近
感
な
ど
が
そ
の
時
々
に
変
化
し
、
表
現
内
容
の
質
と
も
関
連
し
て
、
表
記
形
態
や
用

字
・
用
語
な
ど
の
使
い
分
け
が
あ
り
得
る
。

○
同
一
文
字
の
複
数
字
体
・
字
形
が
意
味
す
る
も
の

手
書
き
文
字
に
お
い
て
、
一
般
的
に
は
運
筆
上
の
書
記
労
力
の
軽
減
化
に
つ
な
が
る
少

画
数
の
略
体
に
偏
っ
て
良
い
は
ず
で
あ
る
が
、
運
筆
の
労
力
軽
減
化
や
流
動
性
な
ど
に

反
し
て
書
か
れ
た
多
画
数
の
文
字
の
形
が
意
味
す
る
も
の
を
、
ど
う
解
釈
し
、
ど
の
よ

う
に
処
理
し
、
活
字
化
に
反
映
さ
せ
る
か
。
字
形
は
と
も
か
く
、
複
数
の
字
体
が
あ
る

場
合
、
そ
の
間
に
井
伏
の
こ
だ
わ
り
や
有
意
の
区
別
意
識
は
な
い
か
。
ま
た
、
同
一
文

字
に
複
数
の
字
体
が
併
存
す
る
場
合
、
同
一
書
簡
の
中
で
の
現
象
か
、
複
数
の
書
簡
に

亘
っ
て
広
く
認
め
ら
れ
る
現
象
か
。

あ
る
特
定
の
個
人
に
向
け
た
私
信
書
簡
に
お
い
て
は
、
「
書
き
手
の
意
識
」
を
背
景
に
し

た
表
記
の
実
態
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
様
々
な
興
味
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
今
後
の
諸
分
野
の

研
究
に
資
す
る
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
ど
の
よ
う
な
目
的
・
意
図
に
も
応
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
極
端
な
事
柄
で
言
え
ば
、
公
刊
を
前
提
に
す
る
文
学
作
品
の
活

字
化
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
墨
消
し
・
取
消
線
・
重
ね
書
き
・
書
き
入
れ
等
に
よ

る
訂
正
・
加
筆
と
か
行
取
り
・
改
行
の
実
態
な
ど
、
表
現
内
容
の
形
成
に
直
接
的
に
は
役
立

っ
て
い
そ
う
も
な
い
書
記
形
態
の
情
報
も
有
用
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
方
向

で
考
え
る
と
、
望
ま
れ
る
理
想
的
な
方
法
は
、
肉
筆
の
井
伏
書
簡
の
影
印
に
付
随
す
る
か
た

ち
で
、
活
字
化
し
た
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

付
記

本
文
中
で
も
触
れ
た
が
、
高
田
類
三
あ
て
井
伏
葉
書
・
封
書
に
付
し
た
番

号
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
「
井
伏
鱒
二
未
公
開
書
簡



三
一
頁

の
基
礎
的
研
究

―
文
学
の
生
成
と
「
同
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
視
座
に

―
」

の
調
査
に
際
し
て
、
整
理
の
都
合
で
仮
に
振
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、

用
例
の
出
所
な
ど
を
示
す
方
法
が
ほ
か
に
な
い
た
め
、
こ
の
仮
の
番
号
に
拠
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、〔

〕
で
括
ら
れ
た
年
次
な
ど
は
推
定
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

主
な
参
考
・
引
用
文
献

乾
善
彦
「
同
形
異
字
小
考

―
西
本
願
寺
本
万
葉
集
を
資
料
と
し
て

―
」

（
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
一
、
和
泉
書
院
・
一
九
九
二
年
）

乾
善
彦
「
書
体
と
規
範

―
近
世
の
漢
字
字
体
意
識
の
一
側
面

―
」

『
国
語
学
』

・
一
九
九
九
年
一
二
月
）

199

今
野
真
二
「
書
き
手
の
意
識
」（
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
八
、
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
五
年
）

中
田
祝
夫
「
か
な
の
論
く
さ
ぐ
さ
」

（
『
国
語
学
』

・
一
九
五
五
年
）

20

阪
倉
篤
義
「
平
が
な
用
法
の
歴
史
（
明
治
以
前
）
」

（
『
言
語
生
活
』

・
一
九
五
五
年
）

46

前
田
貞
昭
「
井
伏
鱒
二
「
兼
行
の
池
」
漢
字
字
体
・
字
形
推
移
一
覧
稿

―
自
筆
原
稿
か

ら
初
出
『
新
潮
』
本
文
へ

―
」

（
『
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学
雑
志
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

拙
稿
「
『
草
案
集
』
に
お
け
る
漢
字
の
表
記
に
つ
い
て

―
表
白
部
と
説
話
部
と
の
差
異

―
」（
『
鹿
児
島
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
九
号
・
一
九
八
七
年
）


